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開議　午前１０時００分 

 

○事務局長（庄野勝政君）　御起立願います。 

　おはようございます。 

　町民憲章を斉唱いたします。 

　一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。 

　一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を

育てましょう。 

　一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてる、あたたかい町を育て

ましょう。 

　一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。 

　一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。 

　お座りください。 

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　ただいまから、令和５年陸別町議会３月定例会を開会します。 

　飯尾代表監査委員より欠席する旨の報告がありました。 

　会議に先立ち、事前に申し上げます。 

　本日、町広報及び議会広報に使用するため、町民課広報担当職員及び議会事務局職員

による写真撮影を会議規則第１０３条の規定に基づき、議長より許可しておりますので

御了承願います。 

──────────────────────────────────── 

◎表彰状の伝達 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　次に、全国町村議会議長からの表彰状の伝達を行います。 

　事務局長より表彰を受けられました議員を紹介いたします。 

○事務局長（庄野勝政君）　このたびの表彰は、２月８日に開催されました全国町村議

会議長会定期総会の席上におきまして、同会の表彰規程に基づき、令和４年度自治功労

者表彰を受けられたものであります。 

　それでは、表彰を受けられました議員を御紹介いたします。 

　町村議会議員として１５年以上在職し、功労のありました多胡議員が受賞されており

ます。受賞されました多胡議員には、本田議長から伝達していただきますので、演壇の

前にお進み願います。 

　それでは、本田議長から伝達をお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　表彰状。多胡裕司殿。 
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　あなたは町村議会議員として、多年にわたり地域の振興発展に寄与されたその功績は

誠に顕著であります。 

　よって、ここにこれを表彰します。 

　令和５年２月８日。全国町村議会議長会会長　南雲　正。（拍手） 

○事務局長（庄野勝政君）　本田議長及び多胡議員は自席にお戻り願います。 

○議長（本田　学君）　以上で、表彰状の伝達を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　これから、諸般の報告を行います。 

　議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので御了承願い

ます。 

──────────────────────────────────── 

◎町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　町長から、行政報告の申出があります。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　行政報告の前に、先ほど全国町村議会議長会の会長表

彰を受けられました多胡議員におかれましては、多年にわたる議会議員としての活動に

対し改めて感謝を申し上げますとともに、町を代表してお祝いを申し上げます。これか

らも健康でますますの御活躍を御祈念申し上げます。 

　それでは、これより、１２月定例会以降、本日までの行政報告を申し上げます。 

　お手元にお配りしております書面のとおりでありますが、書面の中から２件御報告申

し上げます。 

　１件目は、令和５年１月１１日の交通事故死ゼロ３,０００日達成に対する知事感謝状

等伝達式についてであります。 

　当町では、昨年１２月６日をもって、交通事故死ゼロの日数が３,０００日を達成し、

北海道知事感謝状、北海道交通安全推進委員会員表彰状が十勝総合振興局くらし子育て

担当部長から伝達されました。 

　また、この記録の達成に多大な貢献のありました陸別町老人クラブ連合会には、釧路

方面本部長感謝状が、陸別町交通安全協会、陸別町交通安全指導委員会、陸別町料飲店

組合には、本別警察署長感謝状が本別警察署長からそれぞれの代表者に手渡されまし

た。 

　なお、町としましては、この交通事故死ゼロ３,０００日の達成を通過点としまして、

今後も町民の安全・安心のため、各関係機関と協力して交通安全の啓蒙に努めてまいり

ます。 
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　２件目は、２月４日、５日の両日で開催されました第４０回しばれフェスティバルに

ついてであります。 

　新型コロナウイルス感染症の影響により、３年ぶりの開催となりましたしばれフェス

ティバルは、道内外からの多くの来場者、参加者を迎え、２日間の来場者が約７,５００

人となり、盛会に開催することができました。 

　また、５日の朝は日本一寒い町のイベントにふさわしく、全国最低の氷点下２７.５度

となり、来場者、参加者の皆さんには陸別のしばれを体感していただけたものと思って

おります。 

　このイベントの開催に向け、コロナ対策を講じながら強い決意で臨んだ実行委員会の

皆さん、御協力あるいは御参加いただいた多くの皆さんに感謝を申し上げるところでご

ざいます。 

　このほか、お手元に事業、業務、工事等の発注一覧表を配付しておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

　続きまして、この機会をいただきまして、国や北海道とともに、陸別町においても今

後、積極的に脱炭素化に取り組んでいくために、陸別町ゼロカーボンシティ宣言をさせ

ていただきます。 

　宣言の内容につきましては、お手元に配付の宣言書の写しを御覧ください。 

　陸別町ゼロカーボンシティ宣言。 

　近年、世界各地で記録的な高温や大雨、大規模な干ばつ等の異常気象が増加してお

り、国内においても大型台風や局地的な集中豪雨などによる甚大な被害が発生するな

ど、気候変動による影響は私たちの身近な生活にまで及んできています。 

　２０１８年に公表されたＩＰＣＣの特別報告書では、気温上昇２度よりリスクの低い

１.５度に抑えるためには、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることが

必要と示されました。 

　このような中、国においても２０５０年までに脱炭素社会の実現を目指すことが宣言

され、さらに北海道においても地域資源を最大限活用しながら、脱炭素化と経済の活性

化や持続可能な地域づくりを同時に進める「ゼロカーボン北海道」の実現を目指すこと

とされました。 

　こうした国内外の動向を踏まえ、陸別町としても北海道や近隣自治体と連携・協力し

ながら省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの利活用、森林の適切な管理による二

酸化炭素吸収源対策など積極的に脱炭素化に取り組んでいく必要があります。 

　将来にわたり美しく豊かな自然環境の保全を実現し、人と自然が響き合う陸別町を未

来の世代に引き継いでいくため、町民や地域、事業者の皆様と一体となって、２０５０

年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとするゼロカーボンシティを目指すことをここに

宣言します。 

　２０２３年３月７日。陸別町長、野尻秀隆。 
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　今後につきましては、地球温暖化対策実行計画の区域施策編の策定等、地域の皆さん

と一緒になって将来像の検討を進めることとなりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

　以上で、行政報告を終わらせていただきます。 

──────────────────────────────────── 

◎教育関係行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　次に、教育長から教育関係行政報告の申出があります。 

　有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）〔登壇〕　教育関係行政報告の前に、本日、全国町村議会議長

会表彰を受けられました多胡議員には、教育委員会を代表いたしまして、お祝いを申し

上げます。長年陸別町の発展に御尽力いただきましたことに心から敬意を表するととも

に感謝を申し上げます。これからもどうぞ御壮健でますますの御活躍を御祈念申し上げ

ます。 

　陸別町議会１２月定例会以降、本日までの主な教育関係の行政報告につきましては、

書面のとおりでありますが、書面の中から２件、口頭で１件報告いたします。 

　まず、書面の中から１件、成人式記念事業について報告いたします。 

　１月３日、令和５年陸別町はたちの集いをタウンホールで挙行いたしました。対象者

２４人のうち１６人が出席いたしました。式辞の後、野尻町長と本田議長から心のこ

もったお祝いの言葉をいただき、参加者を代表して松村祐菜さんから決意表明をしてい

ただきました。 

　今年もコロナ禍でありましたので、当日まで参加者で構成される実行委員会の皆さん

と実施に向けて式典内容の協議を重ね、感染症対策を講じながら実施いたしました。 

　会場では、小中学校時代の恩師も駆けつけ、久しぶりの再会を懐かしみ、御家族の皆

様とともに二十歳の門出をお祝いしたところであります。 

　２件は、陸別小学校の学年閉鎖についてであります。 

　同校では、インフルエンザによる発熱、咳等の風邪症状による欠席、体調不良児童が

複数見られることから、第４学年は１月２４日給食後から１月２６日まで、同校第１学

年、第２学年は１月２６日給食後から１月２７日まで、同校１学年は、再度１月３０日

２校時終了後から１月３１日まで学年閉鎖といたしました。 

　次に、口頭で１件御報告いたします。 

　このたび陸別中学校ボランティア部１１人の活動が高く評価され、第１７回ＳＹＤボ

ランティア奨励賞、小中学生の部、優秀賞、２位相当の賞が贈呈されました。全国から

２１件の応募の中、選考委員会において慎重かつ厳正なる選考の結果の受賞となりまし

た。 

　２月１１日、東京都で開催されました受賞式に部員の生徒２人と顧問が出席してきた
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ところです。２月１７日に役場を訪問し、野尻町長に受賞の報告をいたしました。 

　以上で、教育関係の主な行政報告を終わります。 

○議長（本田　学君）　これで、行政報告を終わります。 

　ただいまの報告に係る一般質問の通告は、本日正午までに提出してください。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、３番久保議員、４番谷議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第２　会期の決定の件を議題にします。 

　本件については、３月３日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議

しておりますので、委員長より報告を求めます。 

　多胡委員長。 

○６番（多胡裕司君）〔登壇〕　令和５年陸別町議会３月定例会の運営について、３月

３日に開催いたしました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果に

ついて御報告をいたします。 

　今定例会において、町長から事前に配付のありました議案は、条例関係１０件、補正

予算７会計、新年度予算７会計の合わせて２４件であります。 

　次に、議会関係では、一般質問５名、及び委員会の閉会中の継続調査についてを予定

しております。 

　会期につきましては、議案の件数、内容等を総合的に勘案し、協議の結果、お手元に

お配りしております予定表のとおり、本日から３月１６日までの１０日間とし、３月１

１日から１７日までの３日間と１５日は休会にすることに決定いたしました。 

　なお、３月１０日、１６日につきましては予備の日とし、予定表のとおり議事が進行

しなかった場合に限り、会議を開くことに決定をいたしました。 

　次に、議案の一括議題についてでありますが、議事の能率化を図る上から、提案理由

が同一のものなどについては一括して行うことにいたしました。議案第２号から議案第

８号までの令和４年度各会計補正予算７件と議案第９号から議案第１１号までの条例の

一部改正３件と議案第１３号から議案第１４号までの条例の一部改正２件と議案第１８
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号から議案第２４号までの令和５年度各会計当初予算７件については、提案理由の説明

をそれぞれ一括して受けることといたしました。 

　なお、従前同様、質疑、討論、採決は、各議案ごとに行うことにいたしましたので御

了承願います。 

　以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては、特段の御理解と御協力を

お願い申し上げ、御報告といたします。 

○議長（本田　学君）　お諮りします。 

　本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から３月１６

日までの１０日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、会期は、本日から３月１６日までの１０日間とすることに決定しまし

た。 

　次に、お諮りします。 

　一括議題と会議の進め方については、ただいまの議会運営委員長の報告のとおり行い

たいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学寛君）　異議なしと認めます。 

　したがって、そのように決定しました。 

──────────────────────────────────── 

　　　　◎日程第３　議案第１号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域型保 

　　　　　　　　　　育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第３　議案第１号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例についてですが、特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する

基準の一部が改正させたことに伴いまして、所要の改正を行うとするものであります。 

　内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君）　それでは、議案第１号につきまして御説明を

させていただきます。 
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　議案書１ページとともに、議案説明書、資料ナンバー１をお開きください。 

　本条例の改正につきましては、民法等の一部を改正する法律の一部施行によりまし

て、民法及び児童福祉法における懲戒権に関する規定が削除されることに伴いまして、

国が定めます特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準が改正されたと

ころでございます。この基準に従いまして町条例を制定しておりますことから、同様の

改正を行おうとするものでございます。 

　改正内容につきましては、議案説明書、資料ナンバー１の現行欄にあります第２６

条、懲戒に係る権限の乱用禁止の条を削除しようとするものでございます。 

　それでは、議案書１ページにお戻りください。 

　附則であります。この条例は、公布の日から施行するでございます。 

　以上、議案第１号の説明とさせていただきます。 

　以降、御質問によってお答えさせていただきたいと存じますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　質疑なしと認め、これで終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

準に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第　４　議案第２号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第 

　　　　　　　８号） 

◎日程第　５　議案第３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計補正予算（第１号） 

◎日程第　６　議案第４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計補正予算（第４号） 

◎日程第　７　議案第５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計 

　　　　　　　補正予算（第３号） 

◎日程第　８　議案第６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会 
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　　　　　　　計補正予算（第３号） 

◎日程第　９　議案第７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別 

　　　　　　　会計補正予算（第３号） 

◎日程第１０　議案第８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会 

　　　　　　　計補正予算（第２号） 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第４　議案第２号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第

８号）から、日程第１０　議案第８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）まで、７件を一括議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第２号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第８

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６,１０２万３,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５億３,５４２万２,０００円と

するものであります。 

　続きまして、議案第３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第１号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９,９２０万９,０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,５０７万５,０００円

とするものであります。 

　続きまして、議案第４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第４号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６４１万３,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,３６６万９,０００

円とするものであります。 

　続きまして、議案第５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３１４万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２９７万９,０００円とするものであります。 

　続きまして、議案第６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５３２万４,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,７６３万円とするものでありま

す。 

　続きまして、議案第７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２,３５８万８,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２０７万９,０００円とするもの

であります。 

　続きまして、議案第８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６万３,０００円を減額
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し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,７４９万３,０００円とするものであり

ます。 

　以上、議案第２号から議案第８号まで、７件を一括して提案させていただきます。 

　内容につきましては、副町長が説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　それでは、私のほうから議案第２号から第８号まで一括して

説明させていただきます。 

　今回の補正予算につきましては、各会計共通しまして、各事務事業の確定または入札

執行での確定見込みなどによります減額が主な内容となっております。 

　特に、会議や研修会などにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響によりま

して、書面会議ですとかウェブ会議への変更または中止となっておりまして、各科目に

おいて旅費、車両借上げ、会議負担金などで減額をしております。これらにつきまして

は、省略または簡略に説明をさせていただきますので、あらかじめ御承知いただきたい

と思います。 

　それでは、これより議案第２号の説明から始めさせていただきますので、一般会計補

正予算の１ページをお開きください。 

　議案第２号令和４年度陸別町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところに

よる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　繰越明許費。 

　第２条、地方自治法第２１３条第１項の既定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表繰越明許費」による。 

　債務負担行為の補正。 

　第３条、債務負担行為の追加、変更は、「第３表債務負担行為補正」による。 

　地方債の補正。 

　第４条、地方債の追加、変更は、「第４表地方債補正」による。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。２３ページをお開き

ください。 

　２、歳出。 

　１款１項１目議会費は１５７万円の減額の補正で、８節から１８節まで、いずれも確

定または確定見込みによる減額であります。 

　次、２４ページをお開きください。 

　２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は３９万６,０００円の増額の補正でありま
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す。７節の奨励金につきましては、マイナンバーカードの新規取得に際し贈呈する商品

券でありまして、これまで８００人分の予算を計上しておりましたが、３月末までに、

さらに不足が見込まれることから、今回２００人、１００万円を追加するもので、１０

節の消耗品もこの商品券発行に係る消耗品代３,０００円の追加であります。次の２５

ページの１８節、北海道自治体情報システム協議会でありますが、地方財政計画の一般

行政経費に相当する地方単独事業ソフトの見える化の調査に係るシステム改修の負担金

１４万３,０００円の追加で、そのほかの２節から１２節までにつきましては、確定また

は確定見込みによる増減の計上であります。 

　続きまして、２５ページを御覧ください。 

　２目文書広報費につきましては２２万７,０００円の増額の補正で、１１節の通信運搬

費につきましては、庁舎からの文書発送の増に伴います郵便料の追加であります。 

　５目財産管理費につきましては３億３,２６０万８,０００円の増額の補正でありま

す。まず、１節の会計年度任用職員報酬につきましては、臨時作業員の確定による減

額。１０節の燃料費は、役場庁舎用で８５万８,０００円、修繕料につきましても役場庁

舎の非常灯などの交換で９万８,０００円と、地上デジタル中継局の設備修繕で１５万

４,０００円の追加であります。１１節の通信運搬費につきましては、役場庁舎用の電話

料８万４,０００円の追加。１２節の施設設備等改修は、道営農地整備事業トマム地区の

工事に伴います光伝送路の移設業務分、それからタウンホール管理の設備改修につきま

しては、音響機器設備改修業務で、いずれも確定によります減額であります。１４節の

建物解体につきましては、旧鹿野水産店舗等の解体の確定によるものであります。２６

ページに移りまして、施設設備改修につきましては、貸付けをしております森林組合の

事務所の改修、消防水利施設周辺整備につきましては、防火水槽の補修工事で、いずれ

も確定による減額であります。２４節、３億３,９１８万４,０００円の増額の計上につ

きましては、事業の確定または確定見込みに伴います歳出の減額分、それから普通地方

交付税等の確定に伴う留保分などを各基金へ積立てようとするのであります。 

　内訳につきましては、財政調整基金に５,０００万円、減債基金に１億円の積立て、ふ

るさと整備基金は、指定寄附２件で１０３万円、ふるさと納税１７８件で３３５万６,０

００円の積立て、いきいき産業支援基金は、ふるさと納税２９件、３４万１,０００円と

陸別町農業協同組合への出資金の配当がなかったことによります８０万円の減額であり

ます。ふるさと銀河線跡地活用等振興基金は、ふるさと納税４４件、６０万３,０００円

と基金利子の６,０００円分の増額分の積立てであります。町有林整備基金は、ふるさと

納税１９件、２８万５,０００円と町有林管理事業への過充当分の３２１万５,０００円

の積立て。地域福祉基金は、指定寄附１件、１０万円、ふるさと納税２０件、２７万円

と今後の事業への充当を考慮しまして、上乗せ１億円の積立て。公共施設等維持管理基

金は、今後の事業への充当考慮と調整によりまして５,５２７万９,０００円の積立て。

給食センター管理運営基金は、ふるさと納税２９件で４１万４,０００円と今後の事業へ
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の充当考慮による上乗せ２,５００万円の積立て。スポーツ振興基金は、ふるさと納税８

件、８万５,０００円の積立てであります。 

　議案説明書の資料ナンバー２に基金別の積立金の状況がありますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

　次に、６目町有林野管理費６３２万６,０００円の減額の補正につきましては、１節か

ら次のページの１５節まで、町林管理事業の確定または確定見込みによる減額でありま

す。 

　２７ページのほうを御覧ください。 

　２７ページの７目企画費は１,０１３万５,０００円の減額の補正で、１１節の決済シ

ステム利用につきましては、今年度、ふるさと納税の閲覧サイトを増加したことにより

ます利用手数料の増加であり、この節以外の７節から１８節までにつきましては、いず

れも確定または確定見込みによる減額であります。 

　なお、１８節の地方創生推進交付金事業負担金につきましては、ＵＩＪターン移住支

援事業負担金で、今年度の執行見込みがないため全額を減額しております。次の通学定

期差額補助事業につきましては、利用者１９名の確定見込みによる減額。 

　続きまして、２８ページを御覧ください。 

　補助金の移住定住促進住宅建設等補助につきましては、新築２件、改修１４件での確

定見込みによる減額。太陽光発電設置事業につきましては、申請の見込みがなく、３件

分の全額の減額。景観形成事業は６件の確定見込みによる減額であります。 

　１２目銀河の森管理費は６万３,０００円の減額の補正で、銀河の森専用水道の保守管

理経費の確定による減額。 

　１３目地域活性化推進費５９１万１,０００円の減額の補正につきましては、１節から

次のページの１８節まで、確定または確定見込みによる減額で、新たに募集をしていま

した地域支え合い推進員につきましては応募はございませんでした。 

　２９ページの下段を御覧ください。 

　１４目の緊急支援金給付金事業費は、国と町独自の電力・ガス・食料品等価格高騰緊

急支援給付金で、非課税世帯等につきましては４６２世帯、その他の世帯が７９６世帯

での確定によります１８８万円の減額の補正であります。 

　３０ページをお開きください。 

　２項徴税費１目税務総務費は１２万３,０００円の減額の補正で、８節の確定見込みに

よる減額。 

　２目賦課徴収費は５４万３,０００円の減額の補正で、固定資産税、償却資産移動デー

タ入力を直営で実施したことによります減額であります。 

　３項１目戸籍住民基本台帳費は７万円の減額の補正で、８節の確定見込みによる減額

であります。 

　４項選挙費１目選挙管理委員会費は２５万９,０００円の減額の補正で、１節から次の
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ページの１０節まで、確定見込みによる減額です。 

　３１ページのほうを御覧ください。 

　２目の参議院議員選挙費につきましては１１０万４,０００円の減額の補正で、こちら

も１節から１１節まで、確定による減額であります。 

　続きまして、３２ページをお開きください。 

　５項統計調査費１目指定統計調査費は７万７,０００円の減額の補正で、１節から１１

節まで、確定による減額。 

　６項１目監査委員費は３２万９,０００円の減額の補正で、８節、１８節の確定見込み

による増減であります。 

　３３ページに移りまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費は４５７万

７,０００円の減額の補正であります。１０節光熱水費は、福祉住宅のからまつハウスの

電気料の追加で、これ以外の３節から１８節までは、確定見込みによる減額でありま

す。 

　３４ページをお開きください。 

　１行目、１８節の訪問介護事業も、社協への補助金でありますが、利用者の減少に伴

います町補助金７４万円の追加。１９節の障害者訓練等給付費につきましては、就労継

続支援Ｂの利用日数の増、それから共同生活援助利用者３名の増に伴います５４５万２,

０００円の増額であります。２７節は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金２５

７万９,０００円の減額。介護保険事業勘定特別会計への繰出金２９８万３,０００円の

減額であります。 

　２目老人福祉費は３３３万８,０００円の減額の補正で、７節と８節は確定見込みによ

る減額。１０節の光熱水費は、高齢者交流センターの電気料の追加。１２節、１３節は

確定見込みによる減額で、１２節の施設設備改修につきましては、老人健康増進セン

ターの改修であります。１８節のデイサービス運営事業は、利用者の減に伴います補助

金の増額で、議案説明書、資料ナンバー３にデイサービスセンター運営費補助金の資料

がありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　次のページに移りまして、老人福祉施設等整備事業でありますが、デイサービスセン

ターの屋根塗装工事の確定による減額で、１９節は確定見込みによる減額であります。 

　３目後期高齢者医療費は３８５万４,０００円の減額の補正で、１８節の後期高齢者医

療広域連合への負担金が２７４万２,０００円の減額。２７節の後期高齢者医療特別会計

への繰出金１１１万２,０００円の減額であります。 

　２項児童福祉費１目児童福祉総務費は５５万円の増額の補正で、７節は、確定見込み

による減額。１９節の出産・子育て応援事業は、こちらは新規事業となりますので、資

料により説明をしたいと思います。 

　議案説明書、資料ナンバー４を御覧ください。 

　この事業の目的でありますが、国の伴走型相談支援及び出産子育て応援給付金の一体
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的実施事業に基づきまして、妊娠期から出産子育てまで一貫した伴走型相談支援の充実

を図るとともに、経済的支援として、妊娠届出時、出生届時を通じた給付金の支給を一

体的に実施するというものであります。 

　伴走型相談支援につきましては、２で記載しておりますが、全ての妊婦及び主にゼロ

歳から２歳児の乳幼児を養育する子育て世帯を対象にしまして、（２）の①から③の面

談による相談支援を行います。 

　次に、経済的支援でありますが、こちらは、３に記載のとおり、出産応援給付金とし

て、令和４年４月１日以降に妊娠届出を行い、その際、面談を受けた妊婦に対しまし

て、妊婦１人当たり５万円を支給するものです。また、子育て応援給付金は、令和４年

４月１日以降に出生しまして、保健師による面談を受けた児童を養育する者に対し、児

童１人につき５万円を支給するものです。この給付金の財源につきましては、国庫補助

金が３分の２、道補助金が６分の１となっております。この事業の開始は、令和５年３

月からとなりますが、令和４年４月１日まで遡及して給付金の支給対象となります。そ

の際には、保健師による面談の代替措置としまして、アンケートへの回答を求めること

としております。 

　それでは、予算書３５ページにお戻りください。 

　この事業につきましては、出産応援給付金１３人分、子育て応援給付金８人分で１０

５万円の計上であります。 

　次に、２項児童福祉費２目児童福祉施設費は２６万４０００円の減額の補正でありま

す。２節から次のページの３６ページ、８節までと１８節につきましては、確定または

確定見込みによる減額。１７節の管理用備品は、新年度から保育所で使用します簡易

ベッド用のマット１０枚、園児用椅子１２脚、絵本棚１基の購入費２９万９０００円の

計上であります。 

　３目児童措置費は２２万９,０００円の減額の補正で、３節から１８節まで、子育て世

帯生活支援特別給付金の支給に係る確定見込みによる減額であります。 

　次のページに移りまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費は５４万４,

０００円の減額の補正で、３節から１８節まで、いずれも確定による減額。 

　２目保健衛生施設費は４５０万２,０００円の減額の補正で、１４節の保健センター改

修工事の確定による減額。 

　３目予防費につきましては８１２万４,０００円の減額の補正で、１節から次のページ

の１９節まで、確定または確定見込みによる減額であります。 

　３８ページをお開きください。 

　このページの１行目の１２節の各種健診事業でありますが、母子保健事業が７３万６,

０００円、成人保健事業が１１６万１,０００円の減額。２２節の国庫補助金の返還金

は、令和３年度の母子保健衛生費国庫補助金の精算による返還であります。 

　４目環境衛生費は９万６,０００円の増額の補正で、火葬場の燃料代と電気代の追加で
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あります。 

　５目診療所費は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への操出金４２万５,０００

円の減額の補正であります。 

　３９ページに移りまして、２項清掃費１目清掃総務費は１０万１,０００円の増額の補

正で、１８節の十勝圏複合事務組合の負担金の確定による追加であります。 

　２目塵芥処理費は１０２万３,０００円の減額の補正で、１０節の光熱水費１０万５,

０００円の計上につきましては、ストックヤードの電気料の追加。この節以外の８節か

ら１８節までは、確定または確定見込みによる減額であります。 

　４０ページをお開きください。 

　３項水道費１目専用水道費は１６万６,０００円の減額の補正で、１２節から１７節ま

で、確定見込みによる減額。 

　２目水道費は、簡易水道事業特別会計への操出金２８９万８,０００円の減額の補正で

あります。 

　５款労働費１項１目労働諸費は５万円の減額の補正で、１８節の地区連合への補助金

が不要となりましたので、皆減となっております。 

　２目緊急雇用対策費は５５１万５,０００円の減額の補正で、１０節から１３節まで、

事業量、雇用時間数の確定見込みによる減額であります。 

　次のページへ移りまして、３目雇用再生対策費は５３３万円の減額の補正で、１８節

の地元雇用促進事業の事業期間中の退職及び新規採用者の見込み減による減額でありま

す。 

　次に、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費は１１９万３,０００円の減額の

補正で、１節から１２節まで、確定または確定見込みによる減額であります。 

　４２ページをお開きください。 

　２目農業総務費は６１万６,０００円の減額の補正で、確定見込みによります３節の減

額と４節の増額。 

　３目農業振興費は７４万円の減額の補正で、１８節、農業次世代人材投資資金の確定

によります減額。 

　４目畜産業費１８３万７,０００円の増額の補正も、８節、１８節の確定または確定見

込みによる減額で、１８節の電力系統連携工事費負担金につきましては、陸別市街から

バイオガスプラントまでの電力系統連携工事に係る負担金であります。 

　５目農地費は５３９万８,０００円の減額の補正で、この目につきましても１節から次

のページの１８節まで、事業の確定または確定見込みによる減額であります。４３ペー

ジの１８節のうち道営土地改良事業地元負担金は、トマム地区道営農地整備事業が２２

９万３,０００円の減額。トマム第２地区道営農地整備事業が１５７万５,０００円の減

額。中陸別地区道営農道整備特別対策事業が９４万２,０００円の減額となっておりま

す。 
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　なお、トマム地区道営農地整備事業の２３７万１,０００円とトマム第２地区道営農地

整備事業の１５７万５,０００円が翌年度への繰越明許となっております。 

　議案説明書、資料ナンバー５に、トマム地区、トマム第２地区の道営農地整備事業の

年度別事業計画と工事箇所図がつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思いま

す。 

　６目営農用水管理費は１,１８４万４,０００円の減額の補正であります。８節、１２

節、次のページの１７節、１８節は、確定または確定見込みによる減額。このページの

１０節の消耗品と１３節の複写機使用料、次のページに行きまして、１８節の北海道土

地改良事業団体連合会の負担金は、道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上陸別地区事

業の増額の計上であります。 

　なお、この事業は、事務雑費を含んでおりまして、総額３,７０７万３,０００円が翌

年度への繰り越しとなります。 

　議案説明書、資料ナンバー６にこの事業の実績、計画表と工事箇所図がありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　続きまして、８目農畜産物加工研修センター管理費は１３万円の増額の補正で、製造

時間等の増に伴いまして、３節時間外勤務手当の追加であります。 

　２項林業費１目林業振興費は１,１３３万９,０００円の減額の補正で、１節から１８

節まで全て事業等の確定による減額。１４節は、陸別地区小規模治山工事となっており

ます。 

　次のページへ移りまして、３目の林道新設改良費は４３６万３,０００円の減額の補正

で、１２節の計画等策定は橋梁点検、それから東トマム高台線林道改良事業の１節から

１４節まで、事業の確定による減額であります。 

　４６ページをお開きください。 

　７款１項商工費２目商工振興費は４２８万円の減額の補正で、１８節の商工振興事業

は、商工会への補助金でありますが、職員の異動に伴います６３万１,０００円の増額。

小規模企業振興事業は、３４件分を見込みまして４９１万１,０００円の減額でありま

す。 

　３目観光費は２４３万６,０００円の減額の補正で、８節、１８節共に、コロナ感染症

によります事業の中止、縮小等によります確定見込みによる減額。 

　８款土木費１項土木管理費１目土木総務費は４８万２,０００円の減額の補正で、８節

の確定見込みによる減額であります。 

　４７ページに移りまして、２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費は４９万５,０

００円の減額の補正で、１２節の確定による減額。 

　２目道路維持費も１４節の確定による２５万３,０００円の減額の補正。 

　３目橋りょう維持費は１,５１０万１,０００円の減額の補正で、桂庵橋、通学橋、下

陸別橋の橋梁長寿命化補修工事及び橋梁点検業務に係る８節から１８節までの確定また
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は確定見込みによる減額であります。 

　４目道路新設改良費は８９万８,０００円の減額の補正で、１節から次のページの１８

節まで、確定による減額。なお、１４節につきましては、町道駅南通の道路整備工事で

あります。 

　３項河川費１目河川総務費は、トリプシュ川周辺の土地購入の確定による５万円の減

額の補正。 

　４項住宅費１目住宅管理費は２９２万４,０００円の減額の補正で、８節から次のペー

ジの１８節まで、確定による減額。 

　なお、１４節の公営住宅改修につきましては、第２緑町団地の給湯器更新で１７６万

円の減額。それと共栄団地のバルコニー改修で７７万円の減額であります。 

　４９ページの中段、２目住宅建設費も８節から１４節工事請負費まで、いずれも社会

資本整備総合交付金事業の確定によります１,５０３万円の減額の補正で、１２節、１４

節は、いずれも新町団地の工事等になっております。 

　５０ページをお開きください。 

　５項１目下水道費は、公共下水道事業特別会計への操出金４５２万４,０００円の減額

の補正。 

　９款１項１目消防費も、１節から次のページの１８節まで、確定または確定見込みに

よります３４４万９,０００円の減額の補正であります。 

　なお、５０ページの７節退職報償金につきましては、団員１名の退職によります１０

万９,０００円の計上であります。１０節の光熱水費につきましては、電気料の追加と

なっております。５１ページの１４節の工作物解体撤去につきましては、消防庁舎地下

貯留槽の撤去工事であります。 

　２目災害対策費は８３万８,０００円の減額の補正で、移動系のデジタル防災行政無線

電波伝搬調査の確定で３５万２,０００円の減額と、地域防災計画改訂支援業務の確定で

４８万６,０００円の減額であります。 

　５２ページをお開きください。 

　１０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費は１万８,０００円の減額

の補正で、１０節食料費の確定による減額。 

　２目事務局費は２５４万９,０００円の減額の補正で、３節から２０節まで、確定また

は確定見込みによる減額。 

　３目教育振興費は７５万３,０００円の減額の補正で、１節の会計年度任用職員報酬

が、学習支援員の勤務時間数の増に伴います４万７,０００円の追加。そのほか３節から

次のページの１１節までは、確定または確定見込みによる減額であります。 

　５３ページの中段、４目スクールバス運行管理費は１１万２,０００円の減額の補正

で、スクールバス購入事業の確定によります１１節、１７節の減額。 

　５目教育研究所費は１５万円の減額の補正で、８節から１３節まで、確定または確定
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見込みによる減額であります。 

　５４ページをお開きください。 

　２項小学校費１目学校管理費は、１２節の確定または確定見込みによります２８万７,

０００円の減額の補正。 

　２目教育振興費は３８万９,０００円の減額の補正で、１８節の給食費補助事業の確定

見込みによる減額であります。 

　３項中学校費１目学校管理費は、１２節の確定または確定見込みによる１１万８,００

０円の減額の補正。 

　２目教育振興費は１２６万９,０００円の減額の補正で、１８節の給食費補助事業と修

学旅行費交付金事業、それから次のページの１９節の就学援助費の確定または確定見込

みによる減額となっております。 

　４項社会教育費１目社会教育総務費は７６６万５,０００円の減額の補正であります。

社会教育指導員の雇用日数の減のほか、中学生等海外研修派遣事業等、１節から１８節

まで、コロナ感染症による事業の中止等の影響による確定または確定見込みによる減額

であります。 

　飛びまして、５７ページを御覧ください。 

　２目公民館費につきましても、７節、１２節共に、確定または確定見込みによる１７

万１,０００円の減額の補正。 

　３目文化財保護費も、７節、１２節共に、確定による１８万５,０００円の減額の補正

であります。 

　続きまして、５８ページに移ります。 

　５項保健体育費１目保健体育総務費は７万７,０００円の減額の補正で、７節、１０節

共に、確定または確定見込みによる減額。 

　２目体育施設費は１６２万６,０００円の減額の補正で、１節から次のページの１３節

まで、体育施設の管理に係る経費の確定または確定見込みによる減額。 

　次のページに移りまして、３目学校給食費は６,０００円の増額の補正であります。１

０節の光熱水費は電気料の追加で、このほか１節から１３節までは、確定見込みによる

減額であります。 

　６０ページをお開きください。 

　１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費４万８,０

００円の減額。 

　２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費３万５,０００円の減額の補

正は、いずれも８節の確定による減額であります。 

　１２款１項公債費は、いずれも令和３年度の地方債の借入額及び償還額の確定による

補正でありまして、１目の元金が３７万１,０００円の増額の補正。２目利子が６９万

１,０００円の減額の補正であります。 
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　６１ページから６５ページにつきましては、給与費明細書がありますので、後ほど御

覧をいただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。 

○議長（本田　学君）　１１時１５分まで休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時００分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１３分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　それでは、休憩前に引き続きまして、歳入の説明から始めさ

せていただきたいと思います。 

　予算書の１１ページを御覧ください。 

　１１ページ、１、歳入。 

　１款町税１項町民税１目個人、１節現年度分につきましては、本年度分の調定見込み

により６２４万３,０００円の増額の補正であります。当初はコロナ感染症の影響を踏ま

えての予算計上であります。２目法人につきましても、本年度分の調定見込みによる２

７２万７,０００円の増額の補正。 

　２項１目固定資産税は、確定見込みによります７７万円の増額の補正。 

　３項軽自動車税１目環境性能割も確定見込みによります３２万４,０００円の増額の補

正。２目種別割も確定見込みによる３４万３,０００円の増額の補正であります。 

　１２ページをお開きください。 

　４項１目町たばこ税も確定見込みによる２５８万２,０００円の増額の補正。 

　９款１項１目地方特例交付金は、確定による１３３万３,０００円の減額の補正。 

　１０款１項１目地方交付税は、普通地方交付税の確定による現在の留保額１億７,５８

８万２,０００円の増額の補正であります。これによりまして、普通地方交付税の予算額

２２億１,２６３万５,０００円、特別地方交付税につきましては２億円でありまして、

合わせて２４億１,２６３万５,０００円となっております。 

　１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は、草地畜産基盤整備事

業の実績見込みによる農家負担分２１５万５,０００円の増額の補正であります。 

　１３ページに移りまして、１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料は６万

円の減額の補正で、これはタウンホール使用料の実績見込みによる減額であります。 

　３目衛生使用料は、小利別地区水道使用料で、事業用での使用料の増に伴う３０万円

の増額の補正。 

　４目農林水産使用料は、上陸別地区とトラリ地区の営農用水使用料で、住用での使用

料の減に伴います、それぞれ１０万円、合わせまして２０万円の減額の補正。 

　７目教育使用料は３４万６,０００円の減額の補正で、公民館、公民館陶芸室の使用

料、関寛斎資料館の入場料、学童保育所保育料の確定見込みによる減額であります。 
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　２項手数料１目総務手数料は９,０００円の増額の補正で、営農証明手数料、現況証明

手数料の実績による増額であります。 

　１４ページをお開きください。 

　１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金は６５万３,０００円の増額の補正

であります。１節社会福祉費負担金は、国民健康保険事業保険基盤安定負担金の見込み

によります３７万７,０００円の減額。未就学児均等割保険料負担金も見込みによる４万

９,０００円の減額。障害者訓練等給付費負担金は、就労継続支援Ｂ型、共同生活援助の

給付費の増に伴います２７２万６,０００円の増額。２節児童福祉費負担金は、児童の減

及び公定価格変動による子どものための教育・保育給付費負担金１６４万７,０００円の

減額であります。 

　２項国庫補助金１目総務費補助金は１１９万４,０００円の減額の補正であります。新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきましては、学校保健特別対策事

業と緊急風疹抗体検査等事業の補助裏分としまして、通知額２０万６,０００円の追加。

緊急支援給付金事業につきましては、事業費の確定による１４０万円の減額。 

　２目民生費補助金５０万円の増額の補正で、子育て世帯生活支援特別給付金事業の確

定見込みによる減額と出産・子育て応援事業交付金であります。出産・子育て応援事業

交付金につきましては、支給額の３分の２の補助の追加となっております。 

　３目衛生費補助金は２万１,０００円の減額の補正で、母子保健事業の確定見込みによ

る減額であります。 

　１５ページに移りまして、５目土木費補助金は４０２万３,０００円の減額の補正で

す。１節道路橋りょう費補助金は、橋梁長寿命化修繕事業の確定見込みによる減額。２

節住宅費補助金は、新町団地の公営住宅建設等に係ります社会資本整備総合交付金の確

定見込みによる減額。 

　６目教育費補助金は１８２万２,０００円の増額の補正であります。１節教育総務費補

助金は、スクールバス購入に係る補助の内定額の変更によります増額。２節小学校費補

助金、３節中学校費補助金は、いずれも特殊教育就学奨励費補助金の確定見込みによる

７万４,０００円の減額と感染症対策に対する２分の１の補助で１０万円の追加となって

おります。 

　３項委託金１目総務費委託金は１２９万７,０００円の増額の補正で、参議院議員総選

挙委託金の確定による追加であります。 

　続きまして、１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金３,０００円の減額の補正

であります。１節社会福祉費負担金は、国民健康保険事業保険基盤安定負担金の見込み

による９３万１,０００円の減額。１６ページをお開きください。未就学児均等割保険料

負担金も見込みによる２万５,０００円の減額。障害者訓練等給付費負担金は、就労継続

支援Ｂ、共同生活援助の給付金の増に伴う１３６万３,０００円の増額。２節児童福祉費

負担金は、児童の減及び公定価格変動による子どものための教育・保育給付費負担金４
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１万円の減額であります。 

　２項道補助金１目総務費補助金７５万円の減額の補正で、地方創生交付金のＵＩＪ就

業支援事業分の確定見込みによる減額。 

　２目民生費補助金は１４万５,０００円の増額の補正で、子育て世帯生活支援特別給付

金事業の確定見込みによる減額と出産子育て応援事業交付金の６分の１分の追加です。 

　３目衛生費補助金１１万１,０００円の減額の補正は、妊産婦安心出産支援事業の確定

見込みによる減額。 

　４目農林水産業費補助金は２０３万４,０００円の減額の補正であります。１節農業費

補助金は１９万６,０００円の増額で、説明欄に記載のとおり、農業委員会活動促進事業

補助金から北海道国有農地等管理処分事業補助金まで、それぞれ増額または減額となっ

ております。 

　２節林業費補助金は２２３万円の減額で、こちらも森林環境保全整備事業補助金から

次のページの林道東トマム高台線改良事業補助金まで、いずれも確定または確定見込み

による増額または減額であります。 

　なお、１７ページにありますエゾシカ緊急対策事業補助金は、地域づくり総合交付金

の実績に伴う増額となっております。 

　１７ページに移りまして、５目の教育費補助金は１万３,０００円の減額の補正で、地

域学校協働活動事業補助金の内定によります減額。 

　６目商工費補助金は新設で３８７万７,０００円の追加の補正であります。昨年に引き

続きまして、プレミアム分の１０％分に対する北海道の補助制度でありますが、当町の

７月に発行しました商品券の利用分がこの道補助の対象となっております。 

　３項委託金１目総務費委託金７万９,０００円の減額の補正は、統計調査費の確定によ

る減額。 

　３目農林水産業費委託金１２万７,０００円の増額の補正は、道営事業の監督等委託金

で、トマム地区農地整備事業が３万２,０００円の減額。第２上陸別地区畑地帯総合整備

事業が１５万９,０００円の増額となっております。 

　１８ページを御覧ください。 

　１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は、教職員住宅貸付収入の確定見

込みによる３８万７,０００円の減額の補正。 

　２目利子及び配当金は７９万４,０００円の減額の補正で、ふるさと銀河線跡地活用等

振興基金の利子６,０００円の追加と陸別町農業協同組合の優先出資の配当がなかったこ

とによる８０万円の減額であります。 

　２項財産売払収入２目物品売払収入６１１万円の減額の補正は、町有林の素材売払収

入の事業の確定による減額と保安林の伐採見直しに伴います立木売払収入の減額であり

ます。 

　次に、１７款１項寄附金２目指定寄付金は６４８万４,０００円の増額の補正でありま
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す。１節総務費寄附金５２７万４,０００円は、ふるさと整備資金が指定寄附２件の１０

３万円、ふるさと納税分が１７８件で３３５万６,０００円、ふるさと銀河線跡地活用等

振興資金が、ふるさと納税分が４４件分、６０万３,０００円、町有林整備資金がふるさ

と納税分１９件分、２８万５,０００円であります。次のページへ移りまして、２節農林

水産業費寄附金は、いきいき産業支援資金で、ふるさと納税分が２９件、３４万１,００

０円。３節教育費寄附金が４９万９,０００円で、給食センター管理運営資金でふるさと

納税分２９９件、４１万４,０００円、スポーツ振興資金が８件、８万５,０００円。４

節民生費寄附金は、地域福祉資金で、指定寄附金１件、１０万円、ふるさと納税分２０

件、２７万円の計上であります。 

　１８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業特別会計繰入金は、保険者機能強

化推進交付金の確定見込みによります５万８,０００円分の増額の補正。 

　２項基金繰入金は、いずれも事業の確定による減額の補正で、当該事業につきまして

は、説明欄に記載のとおりとなっておりますので、御覧いただきたいと思います。 

　３目ふるさと整備基金繰入金は３４０万円の減額の補正。 

　４目いきいき産業支援基金繰入金は３２０万円の減額の補正。 

　１１目森林環境譲与税基金繰入金は９３７万３,０００円の減額の補正であります。 

　２０ページをお開きください。 

　１９款１項１目繰越金は３,１６７万３,０００円の増額の補正で、前年度繰越額の残

り全額の計上であります。 

　続きまして、２０款諸収入４項３目雑入につきましては４３１万７,０００円の減額の

補正であります。４節学校給食費等は、確定見込みによります１０３万５,０００円の減

額。７節雑入も主催者支給旅費から次のページの町村会人材育成等事業助成金まで、事

業により増額、減額はございますが、確定または確定見込みによる３２８万２,０００円

の減額であります。このうち上から二つ目の宝くじ交付金の収入につきましては、町村

の配分額の増となっております。２０ページの下から二つ目の節電プログラム促進事業

補助金は、北海道電力の冬期節電プロジェクトにエントリーをしました高圧、特別高圧

を利用する法人に対する補助金であります。その次の支障物件移設補償費は、トマム地

区道営農道整備事業の工事に伴う光伝送路移設補償費の確定に伴う減額であります。２

１ページの上から二つ目、退職手当組合事前納付金精算還付金は、消防職員の分であり

ます。 

　続きまして、２１款１項町債であります。町債は、いずれも事業の確定または確定見

込みによる減額となっておりますので、当該事業名と金額は説明欄を御参照いただきた

いと思います。 

　３目農林水産業債は２,０９０万円の減額の補正で、農業債が５事業、２,０００万円

の減額。林業債が２事業、９０万円の減額であります。 

　４目土木債は１,４５０万円の減額の補正で、道路橋りょう債が４事業で７８０万円の
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減額。２２ページを御覧いただきまして、住宅建設債が６７０万円の減額であります。 

　６目教育債は３８０万円の減額の補正で、教育総務債が２００万円の減額。学校教育

施設整備債が１８０万円の減額となっております。 

　以上で歳入を終わりまして、次に、６ページをお開きください。 

　予算書６ページであります。 

　第２表繰越明許費で、左から款、項、事業名、金額となっております。 

　上から、４款衛生費２項清掃費、下水道建設負担金事業３,０００円。 

　６款農林水産業費１項農業費、道営農地整備事業トマム地区、２３７万１,０００円。

款項同じく、道営農地整備事業トマム第２地区、４０万７,０００円。同じく道営担い手

畑地帯総合整備事業で３,７０７万３,０００円であります。 

　次のページを御覧ください。 

　第３表債務負担行為補正。 

　まず、追加分で、左から事項、期間、限度額は表のとおりとなっております。 

　なお、役場庁舎警備清掃等委託業務から次のページ、８ページの最後、陸別町給食セ

ンター給食調理等委託業務まで、２８件であります。 

　８ページのほうを御覧ください。８ページの下から４行目の陸別小中学校ＡＥＤ借上

料の期間のみ、令和５年度から令和９年度となっておりますが、以外の業務の期間につ

きましては、令和５年度となっております。いずれも４月１日から新年度の業務を開始

するために、４月１日の契約としなければならないため、３月中に入札を執行するため

の債務負担行為であります。 

　次に、変更分でありますが、令和４年度大家畜特別支援資金利子補給は、期間に変更

がなく、減額が３７３万６,０００円から３９４万円に変更となっております。 

　９ページのほうを御覧いただきまして、第４表地方債補正であります。 

　まず、追加分でありますが、今回の補正予算で新たに計上する事業であります。起債

の目的は、防災・減災、国土強靱化緊急対策事業の第２上陸別地区畑地帯総合整備事業

で、限度額は２,６１０万円、この事業につきましては、国の補正予算債であります。起

債の方法は、普通貸借または証券発行、利率は４.０％以内。ただし、利率の見直しを

行った後においては当該見直し後の利率。償還の方法につきましては、借入先の融通条

件による。ただし、町財政の都合により据置期間の短縮もしくは繰上償還をすることが

できるであります。 

　次に、変更分でありますが、起債の目的、変更前の限度額、利率、変更後の限度額、

利率を記載しております。 

　公営住宅建設事業は、新町団地公営住宅建設事業で、補正前６,０８０万円から６７０

万円を減額しまして、補正後５,４１０万円であります。 

　次に、一般単独事業、緊急自然災害防止対策事業では、陸別地区小規模治山事業が１,

０００万円から９６０万円に、４０万円の減額で、他の事業に変更はございません。こ
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の事業の合計につきましては３,３８０万円から４０万円を減額しまして３,３４０万円

に変更となります。 

　１０ページをお開きください。 

　過疎対策事業でありますが、４事業目のトマム地区農地整備事業は２,１９０万円から

１,７８０万円に、４１０万円の減。次のトマム第２地区農地整備事業が１,１７０万円

から９７０万円に、２００万円の減。次の中陸別地区農道整備特別対策事業が１,５００

万円から１,４００万円に、１００万円の減。その次の陸別地区草地畜産基盤整備事業は

９５０万円から８３０万円に、１２０万円の減。その次、第２上陸別地区畑地帯総合整

備事業が８,０２０万円から４,２４０万円に、３,７８０万円の減。一つ空けまして、経

営林道東トマム高台線改良事業が１,０００万円から９５０万円に、５０万円の減。その

下の通学橋改修事業が１,３８０万円から１,０９０万円に、２９０万円の減。次の下陸

別橋改修事業は８９０万円から６１０万円に、２８０万円の減。次の桂庵橋改修事業は

４４０万円から３１０万円に、１３０万円の減。その次の町道駅南通り道路整備事業が

２,３００万円から２,２２０万円に、８０万円の減。三つ空けまして、教員住宅建設事

業が３,０１０万円から２,８１０万円に、２００万円の減。最後のスクールバス購入事

業が９００万円から７２０万円に、１８０万円の減額であります。 

　過疎対策事業の限度額の合計につきましては、補正前６億２２０万円から５,８２０万

円を減額しまして、補正後５億４,４００万円に変更となります。 

　なお、補正前、補正後の利率につきましては記載のとおりであります。 

　以上で、議案第２号を終わりまして、次に、議案第３号の説明に移ります。 

　議案第３号令和４年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。６ページをお開きく

ださい。 

　２、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は３２万４,０００円の減額の補正でありま

す。８節、１２節は、確定見込みによる減額。１８節、北海道自治体情報システム協議

会９万円は、未就学児の被保険者均等割軽減の導入に伴うシステム改修の負担金であり

ます。 

　２項徴税費１目賦課徴収費は１万円の減額の補正で、十勝圏複合事務組合税滞納整理

機構への負担金の確定による減額。 

　７ページに移りまして、３項１目運営協議会費は１６万６,０００円の減額の補正で、

１節、８節共に確定による減額であります。 
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　２款保険給付費は、いずれも今年度の実績に基づく見込額を勘案した計上となってお

ります。 

　１項療養諸費１目療養給付費は７,３００万円の減額の補正。 

　２目療養費は４００万円の減額の補正。 

　３目審査支払手数料は１０万円の減額の補正であります。 

　８ページをお開きください。 

　２項１目高額療養費は１,４００万円の減額。 

　３項出産育児諸費１目出産育児一時金は８４万円の減額の補正で、２名分の減額。 

　４項葬祭諸費１目葬祭費は１２万円の減額の補正で、４名分の減額。 

　次のページへ移りまして、６款保健事業費１項１目特定保健診査等事業費は１４９万

６,０００円の減額の補正で、特定健康診査事業における受診者の確定見込みによる減額

であります。 

　２項１目保健事業費は３６万５,０００円の減額の補正で、８節、１２節共に確定また

は確定見込みによる減額であります。 

　１０ページをお開きください。 

　７款諸出金２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金は、国民健康保険直営診療施設勘

定特別会計繰出金で、特別調整交付金の算定によります４７８万８,０００円の減額の補

正であります。 

　１１ページは、給付費明細書でありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。４ページをお開きくださ

い。 

　１、歳入。 

　１款１項１目国民健康保険税は１,０３８万４,０００円の減額の補正で、今年度の調

定に基づきます実績見込みによる現年課税分の減額であります。 

　３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金は９,８７０万９,０００円の減額

の補正で、１節保険給付費等交付金（普通交付金）が、歳出の２款保険給付費の総額と

同額の９,２０６万円の減額。２節保険給付費等交付金（特別調整交付金）は、へき地直

営診療施設運営費分の減額と医療機器購入分の追加分を合わせまして４７８万８,０００

円の減額と道繰入金分１８６万１,０００円の減額であります。 

　次に、５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は２５７万９,０００円の減額

の補正であります。１節保険基盤安定繰入金は、確定見込みによる１７４万４,０００円

の減額。５ページに移りまして、２節未就学児均等割保険料繰入金が９万８,０００円の

減額。４節出産育児一時金等繰入金は５６万円の減額。５節財政安定化支援事業繰入金

が５４万３,０００円の増額。６節その他一般会計繰入金は、医療分、高齢者支援分の現

年分の確定見込みによります７２万円の減額であります。 

　２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は１,１３６万７,０００円の増額の補正
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で、今年度分の道の配分によります増額の充当であります。 

　６款１項１目繰越金は１０９万６,０００円の増額の補正で、前年度繰越金の残り全額

の計上であります。 

　以上で議案第３号を終わりまして、次に、議案第４号の説明に移ります。 

　議案第４号令和４年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第

４号）は、次に定めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　債務負担行為。 

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

　地方債の補正。 

　第３条、地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。６ページをお開きく

ださい。 

　６ページ、２、歳出。 

　１款総務費１項施設管理費１目一般管理費は６４１万３,０００円の減額の補正であり

ます。２節から４節につきましては、職員の退職、勤勉手当の確定などによりまして１

７３万９,０００円の減額。１２節の看護業務につきましては、派遣看護師の雇用日数の

減に伴います４３０万１,０００円の減額。１４節の診療所改修は、屋上の改修の確定に

伴う５０万３,０００円の減額。１７節の管理用備品は、平成１６年に購入しました洗濯

機の脱水機能の故障に伴います更新、１３万円の追加の計上であります。 

　８ページから１１ページに給与費明細書がありますので、後ほど御覧いただきたいと

思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明をいたします。５ページをお開きくださ

い。 

　５ページ、１、歳入。 

　３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金は７２０万円の減額の補正であります。

超音波画像診断装置購入に対する補助を予定しておりましたが、対象外となったため減

額するもので、代わりの財源としまして、国保の特別調整交付金と町債を計上しており

ます。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、確定または確定見込みによる４

２万５,０００円の減額の補正で、施設整備分は５０万３,０００円の減額。医療機器等

整備分が７万８,０００円の追加であります。 

　２目国保事業勘定特別会計繰入金は４７８万８,０００円の減額の補正で、へき地診療
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所の運営費分が５８８万８,０００円の減。医療機器整備分が、超音波画像診断装置の購

入よる３分の１、１００万円の追加であります。 

　なお、へき地診療所運営費に係る特別調整交付金分の減額の主な要因につきまして

は、診療所における入院日数の減であります。 

　８款１項町債１目医業債は６００万円の追加の補正で、こちらも超音波画像診断装置

の購入に係るものであります。 

　以上で歳入を終わりまして、次に、４ページを御覧ください。 

　第２表債務負担行為であります。 

　まず、事項、限度額についてですが、診療所清掃等委託業務３９２万９,０００円、医

療事務委託業務１,８７４万４,０００円、夜間休日警備委託業務８２１万１,０００円、

Ｘ線ＣＴ装置保守委託業務２３１万円、Ｘ線テレビ装置保守委託業務９７万９,０００

円、電子カルテシステム保守委託業務６９万８,０００円。期間は、いずれも令和５年度

であります。この債務負担行為につきましては、一般会計でも説明しましたとおり、４

月１日契約のため、３月中の入札執行を予定しております。 

　続きまして、第３表地方債補正であります。 

　起債の目的、補正前、補正後の限度額、利率を掲載しております。 

　過疎対策事業は、医療機器購入事業で７３０万円から１,３３０万円に、６００万円の

増額であります。 

　なお、補正前、補正後の利率につきましては、記載のとおりであります。 

　以上で議案第４号を終わりまして、次に、議案第５号の説明に移ります。 

　議案第５号令和４年度陸別町の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　債務負担行為。 

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

　それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたします。６ページをお開きく

ださい。 

　２、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は９７万６,０００円の減額の補正で、１節

から２６節まで、いずれも確定または確定見込みによる減額であります。 

　７ページに移りまして、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は２１６万４,００

０円の減額の補正で、こちらも１２節、１７節、いずれも確定または確定見込みによる

減額であります。 
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　８ページに給与費明細書がありますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。５ページを御覧くださ

い。 

　１、歳入。 

　１款使用料及び手数料２項手数料１目水道手数料は、給水装置工事事業者指定申請書

審査手数料の確定見込みによる１万円の減額の補正。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、財政対策分２８９万８,０００円

の減額の補正。 

　５款諸収入１項１目雑入は、下水道料金事務負担金の確定見込みによる２３万２,００

０円の減額の補正であります。 

　以上で歳入を終わりまして、次に、４ページを御覧ください。 

　第２表債務負担行為であります。 

　事項、限度額は、簡易水道施設維持管理委託業務８１８万４,０００円で、期間は令和

５年度であります。この債務負担行為につきましては、４月１日契約のため、３月中の

入札執行を予定しております。 

　以上で議案第５号を終わりまして、次に、議案第６号の説明に移ります。 

　議案第６号令和４年度陸別町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に

定めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　債務負担行為。 

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

　それでは、事項別明細書の歳出から説明をいたします。６ページを御覧ください。 

　２、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は６２万９,０００円の減額の補正で、８節

から２６節まで、確定または確定見込みによる減額。 

　２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は４３３万２,０００円の減額の補正であり

ます。１１節の通信運搬費は、実績見込みにより不足が見込まれます電話料８,０００円

の増額の計上。その他につきましては、確定または確定見込みによる減額の計上であり

ます。 

　７ページに移りまして、３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費は、汚水ます

設置等附帯工事の確定によります３６万３,０００円の減額の補正であります。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。５ページを御覧くださ

い。 



― 30 ― 

　１、歳入。 

　２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、実績見込みによります８０万

円の減額の補正。 

　５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、財政対策分で４５２万４,０００

円の減額の補正であります。 

　以上で歳入を終わりまして、次に、４ページを御覧ください。 

　第２表債務負担行為であります。 

　事項、限度額は、陸別浄化センター維持管理委託業務３,４４０万８,０００円、期間

は令和５年度であります。この債務負担行為も、４月１日契約のため、３月中の入札執

行を予定しております。 

　以上で議案第６号を終わりまして、次に、議案第７号の説明に移ります。 

　議案第７号令和４年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　債務負担行為。 

　第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

　それでは、これより事項別明細書、歳出から説明いたします。８ページをお開きくだ

さい。 

　２、歳出。 

　２款の保険給付費につきましては、本年度の実績に基づく見込額により補正額を計上

しております。 

　１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１０２万９,０００円の増額の補

正は、居宅介護サービス給付費で、利用者数に大きな変更はございませんが、実績見込

みによります増となっております。 

　２目居宅介護サービス計画給付費２９万７,０００円の増額の補正は、居宅介護サービ

ス計画給付費で、利用者の増。 

　３目施設介護サービス給付費１,５８７万３,０００円の減額の補正は、施設介護サー

ビス給付費、利用者の減であります。 

　２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１１０万２,０００円の減額

の補正は、居宅介護サービス給付費で、利用者の減。 

　２目介護予防サービス計画給付費７万４,０００円の増額の補正は、居宅介護サービス

計画費で、利用者の増。 

　次のページへ移りまして、３項その他の諸費１目審査支払手数料３,０００円の増額の
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補正は、実績見込みによる増であります。 

　４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費５９万９,０００円の減額の補正

は、利用者の減。 

　６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費５７７万７,０００円

の減額の補正も利用者の減であります。 

　１０ページを御覧ください。 

　３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、１０４万９,００

０円の減額の補正であります。１２節の総合事業委託料は訪問型サービスＡの委託料

で、利用回数の減。 

　３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費は

４６万７,０００円の減額の補正。 

　３目認知症総合支援事業費は１０万４,０００円の減額の補正。 

　５目在宅医療・介護連携事業費は７万８,０００円の減額の補正で、いずれも確定見込

みによる減額であります。 

　５款諸支出金２項繰出金１目他会計繰出金は、保険者機能強化推進交付金の確定見込

みによる５万８,０００円の増額の補正であります。 

　以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。５ページをお開きくださ

い。 

　１、歳入。 

　歳入につきましては、議案説明書、資料ナンバー７に、先ほど歳出で計上しました補

正予算に係ります介護給付費財源充当資料と地域支援事業財源充当資料がありますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

　１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は４１万３,０００円の減額の補正で、

確定見込みによる現年度分の普通徴収保険料の減額。特別徴収保険料の増額でありま

す。 

　２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は３５９万７,０００円の減額の

補正で、歳出の介護給付費に係る国の負担２０％、施設分が１５％のルール分でありま

す。 

　２項国庫補助金１目調整交付金は２３１万８,０００円の減額の補正で、歳出の介護給

付費に係る８.３％分。 

　２目地域支援事業交付金は４８万５,０００円の減額の補正で、歳出の介護予防・日常

生活支援総合事業に係る２０％分で２３万６,０００円の減額と、それ以外の地域支援事

業に係る３８.５％分２４万９,０００円の減額。 

　３目保険者機能強化推進交付金は、交付額の確定見込みによります５万８,０００円の

増額の補正。 

　４目保険者努力支援交付金も確定見込みによる７,０００円の減額の補正であります。 
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　６ページを開きください。 

　３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金は３５３万５,０００円の減額の補正

で、歳出の介護給付費に係る１２.５％分、施設分が１７.５％分となっております。 

　２項道補助金１目地域支援事業交付金は２４万３,０００円の減額の補正で、歳出の介

護予防・日常生活支援総合事業に係ります１２.５％分、１１万８,０００円の減額と、

それ以外の地域支援事業に係る１９.２５％分、１２万５,０００円の減額。 

　４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は５９２万５,０００円の減額の補正

で、歳出の介護給付費に係る２７％分であります。 

　２目地域支援事業支援交付金は２５万４,０００円の減額の補正で、地域支援事業に係

る２７％分であります。 

　次に、７ページに移りまして、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は２

９８万３,０００円の減額の補正であります。１節介護給付費繰入金２７４万円の減額

は、歳出の介護給付費に係る１２.５％分。３節地域支援事業繰入金２４万３,０００円

の減額は、歳出の介護予防・日常生活支援総合事業に係る１２.５％分、１１万８,００

０円の減額と、それ以外の地域支援事業に係る１９.２５％分、１２万５,０００円の減

額。 

　２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は、介護給付費等の減額に伴います３

７８万１,０００円の減額の補正。 

　８款諸収入２項４目雑入は１０万５,０００円の減額の補正で、総合事業の利用回数の

減による利用者負担金の減額であります。 

　以上で歳入を終わりまして、続きまして、４ページを御覧ください。 

　４ページは、第２表債務負担行為であります。 

　事項、限度額は、認知症カフェ事業委託業務８８万８０００円、生活支援体制整備事

業委託業務４７８万９０００円で、期間はいずれも令和５年度であります。この債務負

担行為も４月１日契約のため、３月中の入札執行を予定しております。 

　以上で議案第７号を終わりまして、次に、議案第８号の説明に移ります。 

　議案第８号令和４年度陸別町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

　歳入歳出予算の補正。 

　第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

　それでは、これより事項別明細書の説明をいたします。歳出の６ージをお開きくださ

い。 

　２、歳出。 

　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、インフルエンザ、高齢者肺炎球菌ワク

チンの予防接種の確定見込みによる１６万３,０００円の減額の補正であります。 
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　次に、歳入の説明に移ります。４ページを御覧ください。 

　１、歳入。 

　１款１項後期高齢者医療保険料２目普通徴収保険料は、確定見込みによる２１万７,０

００円の減額の補正であります。 

　２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金は、長寿・健康増進事業費補助金で、イ

ンフルエンザ、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種、健康診査等受診率向上特別用分の確

定見込みによります９,０００円の増額の補正であります。 

　３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は１１１万２,０００円の減額の補正。 

　次のページへ移りまして、５款１項１目繰越金は、科目を新設しまして、１１５万７,

０００円の追加の補正で、前年度繰越金全額の計上であります。 

　以上で、議案第２号から議案第８号までの説明を終わります。 

　以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　昼食のため、午後１時まで休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　０時００分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　これから、議案第２号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第８ 

号）の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。 

　事項別明細書は、２３ページからを参照してください。 

　１款議会費、２３ページから２款総務費、３２ページまで。 

　３番久保議員。 

○３番（久保広幸君）　それでは、２６ページの２款総務費の１項総務管理費５目財産

管理費２４節積立金、この説明欄を見ますと、財政調整基金積立金、減債基金基金共に

増であります。このことについてでありますが、議案説明書の資料ナンバー２に年度内

の状況の見通しが記載されております。積立てと取崩しの差引きで見ますと、財政調整

基金については８,９９８万８,０００円余りの減少です。また、減債基金につきまして

も４,９９７万９,０００円余りの減少と。また、これに関連するかと思いますが、その

他の特定目的基金についても２億１,７５２万円余りが減少ということになっておりま

す。 

　このことから考えますと、財政調整基金、これは主に経常経費の不足分に充てられた

と、そのように理解してよいか、お伺いいたします。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　財政調整基金の充当の仕方ですが、これは目的がありません
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ので、財政の中で不足額等があった場合に調整を行うものとしております。中身として

は、一般的な町村の考え方からいいますと、公共施設の改修等に充当しているのが多い

わけですが、当町の場合は、公共施設の長寿命化を目指すための公共施設維持管理基金

というのも積んでおりまして、こちらも充当しております。ただし、この充当率は、ど

の基金も同じにしているのですが、大体事業費の６割程度としておりますので、残り４

割程度については一般的な財源を充てようという考えで予算を計上しております。 

　その中で、今回の財政調整基金の充当先については、経常経費だけではなく、全体的

な不足額にも、足りない部分については充てるという考え方でおりますので、経常経費

だけということではございません。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　３番久保議員。 

○３番（久保広幸君）　ただいま答弁いただきまして、財政調整基金、それから減債基

金、それからその他の特定目的基金、いずれも減少傾向にあるわけであります。財政調

整基金の近年の動向を見てみますと、令和元年度では、差引きですが６,１９５万円余り

増加がありました。それが２年度で３４４万５,０００円の減少。さらに、前年度、令和

３年度では６,７２９万３,０００円の減となって、減少傾向が続いているわけでありま

すが、ただいま財政調整基金の充当先は、特定なところではなくて全体でということで

ありましたが、今後の町の財政計画に特段の懸念材料があると、そういうものではない

と、そのような考えでよろしいか、お伺いいたします。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　議員、今お話のとおり、基金は、これまでたくさん積んでき

ていただいて、うちの財政もなかなか、基金を使えば健全な財政運営されている町村だ

と言われております。 

　ただし、ここ数年来は、先ほども申しましたように、公共施設の長寿命化等で修繕等

にも充てておりますし、必要な事業を行うところに、持っている基金は充当して、でき

るときにやって、必要な財源については、また積み増しをするという考えが、今の段階

ではその考えで進めるしかないかと思っております。事業を多くやれば、当然財源が必

要になってきますが、現状では、国の補助も道の補助も、新しい事業が増えて古いのが

残って、たくさんの財源が充当されるという状況にもございませんので、こういった基

金、それから、交付税にも反映しますが、有利な町債、起債等を利用しながら財源充当

するという考えであります。 

　ちなみに財政調整基金の基金積立ての考え方でありますが、一般的には標準財政規模

の５％から１０％程度が健全だと言われておりまして、この標準財政規模というのが、

陸別町の場合は約２７億５,０００万円程度。５年度の基金充当で、大体健全な１０％程

度の財政調整基金が確保できると考えております。 

　さらに、今年度の繰越金の中から半分が財政調整基金に積み増しされることになりま
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すので、財政調整基金については、大きく減額されないように気をつけながら調整させ

ていただきたいと思っております。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　２４ページの報償費の、副町長の説明では、報償費１００万円

なのですけれども、今現在、マイナンバーの取得率というのは幾らなのか、何％ぐらい

いっているのか。 

　この事業は、私は常にアンチ的なのですけれども、結局交付金の上乗せの、奨励金と

して国が、僕に言わせれば、こういう国のやり方というのはこそくだと思っているので

すけれども、今、２００人追加することによって取得率が、国が言う基準に達するのか

どうかということをお聞きしたいのですけれども、この点について。 

　それから、２６ページの積立金、今、さきの議員が質問していたのですけれども、

私、今回、３億３,９００万円の積立てをするということなのですけれども、実際上よく

分からないというか、数字の計算ができない私のほうが悪いのか。資料を見ると、３億

３,９００万円を積むことによって、年度末現在高がこれとリンクしないような気がする

のですけれども、その辺の説明をもう一度願います。 

○議長（本田　学君）　棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君）　マイナンバーの取得につきましては、２月末現在の申請者

数でいきますと６４.９４％です。町の５,０００円の商品券は８月からやっているので

すが、その当時、事業を始める前は６００人の取得者でしたが、今、２月末では、申請

者を含めると１,４８０人ということで、８８０人がこの間に増えております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　基金の関係でありますが、議員、今見ていただきますよう

に、資料２の数字になります。３年度末の現在高は、決算で示した数字になっておりま

す。積立て、取崩しについては、当初予算以降、令和４年度の予算の中で計上した金額

をここに記載しておりますので、また、積立ての中の端数については、利息の額が入っ

ていますので端数までありますけれども、予算と利率等の端数までを入れた金額を入れ

ると、この年度末現在高が、令和５年度の今回の３月補正を含めた金額となっておりま

す。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　さきのマイナンバーの関係で、２月２８日現在で６４％。新聞

で読むと７０％以上の取得率をすると交付金がお駄賃としてくれるという、そういう中

で、新聞によると、池田がもう達成しているのです。だけれども、交付金を申請した結
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果、思うとおりにならないというか、総務省だかなんかがよく分からないような説明を

して、交付金が来ないのか来るのか、その辺が。簡単に言えば国策詐欺とも言われてい

るこの方法を、当町としても、いわゆる追加予算まで組んで。今、課長の説明では、申

請数によって、２００人追加したということだと思うのですけれども、その２００人を

追加することによって取得率はどのくらいの見込みになるのか、先ほども質問したので

すけれども、もう一度御答弁願います。 

　それから、基金の関係ですけれども、資料の中にある年度末現在高の数字は、今回組

んだ３億３,０００万円を入れてというふうに、今の説明で理解したのですけれども、こ

れがスタート地点になって、令和５年にどうのというふうになると思うのですけれど

も、そういう確認でよろしいのかどうか、もう一度お願いします。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　先に基金の関係を回答させていただきたいと思います。 

　今、議員御指摘のとおり、令和５年度のところに入っている数字が新年度で組む予算

の金額となっておりますので、４年度末が、今現在の予算の中で進めているもので、５

年度予算で計上されるものが、利息の分については円まで入っていますので、このまま

の額で、一番右端の年度末現在高というのが、５年度の予算を計上した後の金額となり

ます。 

　この後さらに、例年ですと５月までに、またさらに残額があった場合に積立て等もし

ておりますので、そういったところで若干変わる可能性はあるというふうにお含みいた

だきたいと思います。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君）　２月末現在、取得者は１,４８０名ということで、増加分が

８８０件です。予算は、合計で１,０００名分見ていますので、差引き１２０名増えれ

ば、合計１,６００名ということで、取得率は７０.２％まで上がります。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　最後に、３回目なのですけれども、結局先ほど言ったように、

国では、７０％以上所得すれば交付金を上乗せしますみたいなことを言ったけれども、

実際上は、先にやった町村は、今現在、池田だけと思っているのですけれども、ほかの

町村は鳴かず飛ばずの状態でいて、今回、当町も２００人追加することによって７０％

を超えるという期待目標を出されているのですけれども、いざこういうときになったと

きに、もちろん国は約束を守るのか守らないのか分かりませんけれども、来ないことは

ないと思うのですけれども、当初言っているような交付金ではないような気もするので

す。全国的に競い合わせて、交付金取得みたいになっているのですけれども、もし予定

どおりの数字が来なかったらどういうふうに対応するのか、その辺について一応考えら



― 37 ― 

れることをお答え願いたいと思います。 

　それから、何度聞いても、いわゆるスタート地点はどうなのかと、基金の関係。ここ

に出されている数字で、副町長の説明では、金額もきちっと明示されないのは、円単位

とか金利の関係もあるのだけれども、そういう点では、およそのスタート、令和５年に

向かうための、今回、３月、これから予算を組む段階も合わせるけれども、一応令和４

年度末現在で、そこからスタートした令和５年のものはどういう数字になるのか、もう

一度説明願います。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　先にマイナンバーの取得率の関係で、７０％を超えてという

お話がありましたが、現在のところ総務省から示されている中で、全国の全市町村を対

象にした取得率による交付金の支出等については明言されておりません。ですので、今

の段階では、取得率が高くなっても、何らかの新しい交付金があるということではない

ということを御理解いただきたいと思います。 

　デジタル関係で、ほかに補助金等ございまして、そちらの対象とするもの、していな

いものが明記されております。大きな事業で国の許可をもらうもの、そういったものに

ついては制限があると聞いておりますが、当町ではそういった事業をまだ行っておりま

せんので、今のところ、取得率が低いからといって交付金がなくて、ほかの町より損し

ているというようなものではないと思っていただいて結構かと思います。 

　それから、基金の関係ですけれども、スタートは、令和４年度の年度末現在高、これ

は見込みですけれども、これがスタートになります。昨年より総額で３億７,２００万円

ほど減額になっている状況です。これがスタートですので、令和５年度は、今度は新た

に積立てと取崩しの予算を組みますので、来年度予算を組んだ後が令和５年度、年度末

現在高ということになります。スタートは、あくまでも４年度末の現在高のところが見

込額で、今の段階では決まっている数字と思っていただいて結構だと思います。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　暫時休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　１時１７分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時１８分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　答えが曖昧という言い方をしたら失礼なのですけれども、いわ

ゆる７０％維持することによって、総務省なんかでもどれくらいの金額が出るみたいな

ことを一つの みたいにしてきたのですけれども、もしそういうものが来なかったらど

うなるのかということも含めて、捕らぬタヌキの皮算用で、先にいろいろなことを考え

てはいないと思うのですけれども、そういったことについて。これは全国的に、詐欺行

為みたいなことということで、各市町村、池田なんかは担当者を含めて一生懸命努力し
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たのに来ないというのは何だというような憤激もしているので、その辺を約束どおりき

ちっと交付金が来るような手段と。さっきの副町長ではないけれども、そういう奨励金

は来なくても、また違う形で来るみたいな話もあったけれども、そういうようなことに

ついて、町村会できちっとその辺を、だまし討ちと言ったら失礼ですけれども、そうい

うようなことを町長としても各町村会で言わなければならない面はあると思うのですけ

れども、その辺についてどうですか。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　マイナンバーカードの取得率の関係でのお話ですが、町村会

でも、ちょっと話が変わってきているとは思うのですけれども、交付税等の金額が調整

されるだろうということで事前に総務省等の説明があったところです。その中で、その

交付税等についての町村での差をつけるのはよろしくないということで、町村会等では

その申入れはもう既にしております。そういった中で、今現在でも総務省としては、交

付税だとか交付金等については、今のところ基準の比率までいかなかったら減額すると

か、いったものについては増額するといった話はされておりませんので、５年度分につ

いては何の影響もないと思っております。 

　谷議員が言われている交付金の減額とかはされていないというのは、恐らくデジタル

化の関係の交付金とか補助金があるのですが、そちらについては、この取得率を反映さ

せて、国の補助金の採択等に影響させますということは言っていますので、内容として

は、そちらのことで減額ということを言われているのか、交付金が当たらないと言われ

ているのではないかと。あくまでも憶測ですが、そのように思っております。 

　それから、基金の関係につきましては、合計欄が全てでありまして、円単位が出てい

ますので分かりにくいのかもしれませんが、例えば令和５年度の積立金の８,５４２円

は、予算上では千円単位になりますので、９,０００円という形で積みますが、積立てし

ている中で、利息はもう計算されておりますので、分かる金額を計上しているという形

であります。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　ほかに。３２ページまでありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、３款民生費、３３ページから４款衛生費、４０ページ中

段まで。 

○議長（本田　学君）　３番久保議員。 

○３番（久保広幸君）　それでは、３款民生費につきまして、２点お伺いいたします。 

　３４ページの１項社会福祉費１目社会福祉総務費１９節扶助費、障害者訓練等給付費

５４５万２,０００円の増額についてでありますが、この当初予算額６,４２８万２,００

０円でありましたから、それに対する今回の補正額５４５万２,０００円というのは結構

大きな数字になります。この訓練等給付費の事業内容として、当町で行われております
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のは、説明にありましたように、就労継続支援Ｂ型と障害者のグループホームと、この

二つということになりまして、両方にも関係するという説明でありました。 

　補正予算書を見ますと、事業所内部のやり取りであれば、これに関連して介護給付

費、施設入所支援費と生活介護サービスを行う介護給付費にも増減が発生するわけであ

りますが、それがないということは、単純に訓練等給付費の就労継続支援Ｂ型、それか

ら障害者のグループホーム共に、単純に人員が増えたと、そのような理解でいいのか伺

います。 

　もう１点でございますが、３６ページの３項児童福祉費３目児童措置費１８節負担

金、補助及び交付金、子育て世帯生活支援特別給付金１８万円の減についてでありま

す。これは先ほど副町長の説明を受けておりますので、再度お聞きすることになるわけ

でありますが、この給付金、これは令和４年度の新型コロナウイルス感染症セーフティ

ネット強化交付金を充てたものでありまして、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯

生活支援特別給付金給付事業という形で、６月議会定例会で予算計上されております。 

　要件は、令和４年４月の児童手当及び特別児童扶養手当の支給を受けている方で、令

和４年度分の住民税均等割の非課税者となっておりまして、１人当たり５万円で、当初

は１４人で７０万円を予算化しておりました。その後、７月の臨時議会の補正で８名を

追加して２２名としておりますし、また、道の補助金で１人当たり１万円を２２名分に

上乗せしております。そういう中で１８万円が減額になったということでありますが、

その減額の状況、議案の説明の際と同じことを聞くことになるのですが、その減額の内

容を説明いただきたいと思います。 

○議長（本田　学君）　空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君）　まず、１点目の３４ページ、１９節扶助費の

関係でございます。こちらにつきましては、副町長からも説明がありましたとおり、就

労継続支援Ｂ型、それと共同生活援助、いわゆるグループホームの入居に関わる給付費

でありますが、こちらの今回の増の要因につきましては、就労継続支援Ｂ型について

は、人数に変化はありませんが、利用日数が増えたために給付費が伸びているというこ

と。 

　それから、一方の共同生活援助、つまり、グループホームにつきましては、当初予定

より３名、実は入居された方が増えております。他の給付との関係の御質問であります

が、この共同生活援助、グループホームに新たに入居された３名の皆さんにつきまして

は、まず、陸別にお住まいで、在宅から町外のグループホームに、いわゆる住所地特例

として町外のグループホームに入居された方が２名、それから町内で在宅で生活されて

いた方が町内のグループホームに入居された方１名ということで、他の給付と影響のな

い、つまり、実人数が３人増えたというところで、今回の扶助費の増額補正とさせてい

ただいております。 

　以上です。 
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○議長（本田　学君）　棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君）　子育て世帯支援給付金につきましては、国費で５万円、道

費で１万円の６万円の支給であります。３名分１８万円の減額ですが、当初２２名、予

算を見ていましたが、２月末までの出生の子どもを含む事業でありますので、２月末の

確定をもって減額したということになります。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　３８ページのコロナの関係で、ワクチンの接種で不用額１３２

万６,０００円になっているのですけれども、実際上、当町における１回、２回、３回、

４回、５回までいっている中ですけれども、実態は、接種した人数とか分かると思うの

ですけれども、一体幾らぐらいいったのか。町民に対しての接種率というのも分かれ

ば、ひとつ説明願います。 

　そして、今回余るということは、ワクチンの先買いはなかったと思うのですけれど

も、これだけのものが、医薬品配送も、ワクチンが余った上でのことだと思うのですけ

れども、そういった場合においてはどういう処理をされるのか、ワクチンの場合はとに

かく生物ですから、１回仕入れることによって、使わなければならないという実態もあ

ろうかと思うのですけれども、その辺についてはどういう処置を取ったのか、その辺に

ついての答弁をお願いします。 

○議長（本田　学君）　空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君）　まず、新型コロナワクチンの接種状況でござ

いますけれども、４回目を接種された方につきましては１,６２２名となっております。

昨年の１１月以降、当町の診療所において、いわゆるオミクロン対応の２価ワクチンの

を接種を始めました。その接種を受け方は、それ以降の接種については、とりあえず終

わりますという流れで来ておりますので、３回目であったり４回目であったり、５回目

でオミクロン対応型の２価ワクチンを打たれた方がいらっしゃると思いますので、オミ

クロン対応の２価ワクチンをどれだけの方が打たれたかというところは、先ほども数字

を申し上げましたが、４回目終わった方が１,６２２名で、７２.７７％の接種率となっ

ております。 

　それと、コロナワクチン接種の、今回、１３２万６,０００円の減額のところでありま

すが、この予算につきましては、ワクチン本体を接種するための費用でありまして、事

務的経費は含まれておりません。実際に注射を打つ回数に伴った数字となっておりまし

て、予算におきましては、全町民といいましょうか、対象者の全てがこの注射を打つと

いう前提で予算措置しているところでございますので、先ほど言いましたとおり、１０

０％の接種率には至っていないというところで、今回、１３２万６,０００円が減額とな

るところであります。 
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　それから、医薬品の配送の関係でありますが、これにつきましては、例えば町外で接

種したいという町民の方がいらっしゃった場合に、当該町村の医療機関に必要があれば

ワクチンを融通ということをしなければならないわけです。御承知のとおり、ファイ

ザーのワクチンにつきましては、氷点下７５度ぐらいで冷凍して輸送しなければならな

いというところで、その予算を見ていたものが医薬品の配送に当たるところです。今年

度、医薬品の配送を行う必要性がありませんでしたので、今回、全額減額しようとする

ものであります。 

　それとあと、ワクチンの期限切れワクチンの御質問だったと思いますが、既にモデル

ナ社のワクチンについては、接種期限が終わったものがあります。これにつきまして

は、各医療機関において、市町村において適切に処分してくださいということでありま

したので、期限の切れた薬剤につきましては適切に廃棄処分をしたというところで、御

理解をいただければと思います。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　細かくというか、その辺が、アバウトでもいいのですけれど

も、結局廃棄しなければならないのは、どこでもここでも普通の廃棄物と違って、医薬

品関係は相当な処理料というのがかかると思うのです。今回こうして減額されたけれど

も、そういうものもちゃんと精査してやったのかどうかということを聞きたいのです。

というのは、ワクチンの場合においては、国の負担で全部処理してくれるのであれば一

番ハッピーなのですけれども、そうでない場合は自治体の責任で、簡単に言えば、過剰

に仕入れて過剰に余ったということではないかもしれないけれども、町民の理解を得な

がら、人数分がこなされなかったという実態はあろうかと思うのです。かなりワクチン

に対する不信感というのがあったから。その辺についての処理とか、きちっと精査し

て、こういうふうに不用額で出てきたのかどうか、もう一度伺います。 

○議長（本田　学君）　空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君）　先ほども申し上げましたが、１３２万６,００

０円の減額につきましては、あくまでも注射を打つ行為に関する予算でありますので、

この経費の中に薬剤の処分料等々はこの中には含まれておりません。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　ほかに。４０ページ中段までありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、５款労働費、４０ページ中段から６款農林水産業費、４

５ページまで。 

　７番渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君）　４４ページから４５ページにかけての１目林業振興費の１８節

負担金補助及び交付金の、補助金の林業担い手対策推進事業７５４万円の減額について
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お伺いいたします。 

　この事業は、森林環境譲与税の一環の事業として行われまして、当初１,８５４万９,

０００円組んでおりまして、これについては、担い手確保とか労働環境の改善とか、機

械導入について実施されておりましたが、減額の内訳について、どのようになったの

か、お伺いいたします。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　林業担い手対策推進事業の７５４万円の減額について

でありますけれども、内訳といたしましては、林業機械の導入に対する補助が、当初３

件で１,５００万円ほど見込んでおりましたが、うち１件が機械の納期が大幅に遅れると

いった理由から申請を取りやめたことによりまして、５００万円の減が発生しておりま

す。 

　また、労働環境の整備ということで、安全装備品の購入等の予算も一緒に計上されて

おりますが、こちらも当初の見込みより大きく減りまして、安全ズボンだとかジャケッ

トなどの新規雇用者向けの購入事業が減ったことによりまして減額となっております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　７番渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君）　ちょっと確認したいのですけれども、前の説明の中で、リース

機械はオーケーということでございました。例えば中古機械関係については該当になる

のかどうか、その辺。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　林業機械の導入についてですが、中古品あるいはリー

ス品といったものも対象としております。今年度につきましては、たまたま新規購入が

２件であったということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

　３番久保議員。 

○３番（久保広幸君）　それでは、４１ページの５款労働費について伺います。 

　１項労働諸費３目雇用再生対策費１８節負担金補助及び交付金、地元雇用促進事業で

５３３万円の減額についてであります。これは、町内における雇用を促進することで定

住化を図るということを目的に実施されてこれまで来たものでありますが、今年度、対

象となる期間や助成額、また、対象人数の制限などの改正を行っております。この補正

額、減額に改正が何がしかの関係をしているのか、お伺いいたします。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　地元雇用促進事業の減額についてでありますけれど

も、議員お話のとおり、制度改正、制度変更がございまして、１事業所当たり、２件が

上限である。あるいは月当たりの助成額が３万円に変更になっている。そういったこと

を含めまして、今回減額となったわけでございます。 
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　なお、採用したものの途中で中途退職された方、あるいは採用時期が４月ではなく５

月、６月といった遅れ等々も理由の一つ挙げられると判断しております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　３番久保議員。 

○３番（久保広幸君）　制度の見直しがあって、その影響も多少あったような答弁でご

ざいました。この制度の改正は、それなりに目的を持ってやったと思います。したがい

まして、まだ改正から１年目でございますから、今すぐの見直しは考えていないだろう

と思いますが、お伺いいたします。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　令和４年当初に制度の変更がございましたので、当分

の間はこのままの条件で進めたいと考えております。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　４４ページだと思うのですけれども、資料ナンバー６の関係で

お聞きしたいのですけれども、ひょっとしたら議題外になってしまうのかもしれません

けれども、６の説明では、今、道路の改修と同時に配水管を整備しているのですけれど

も、上陸別地区のいわゆる水道関係というのは、水源地から引っ張ってきている中で、

国有林を通ってきている中で、そこに行くまでの道路が洪水があるたびに壊れるという

話で、まだ水道管まで行っていないのかもしれませんけれども、安定的な水道を確保す

るにはきちっと。簡単に言えば林道を町道として認定しながら整備しないと、上陸別の

人たちの水道が将来、今の異常気象で何が起きるか分からない中、そういう計画を立て

た水道配管と道路の関係について、上陸別地区の改良を考えているのかどうか伺いたい

と思います。 

○議長（本田　学君）　清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君）　議員御質問の第２上陸別地区の営農用水整備事業ですけれ

ども、今、現段階のところ、水源地となります国有林地内から浄水場のありますところ

までは、導水管と言われる原水、川から取った水を導水する管の整備は終わっておりま

す。ここの間に、今、議員がおっしゃられた道路があるわけなのですが、水源地そのも

のが国有林地内ということと、あと、そこの途中から、回り道の中で国有林があるわけ

なのですが、国有林のそこの土地につきましても農林水産省の土地ということもありま

すし、そこを今、町道として認定して町で管理するという形については、今、管理者が

国という形でございますので、町としては、町道として管理するという形にはならない

かと思います。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　水道の関係については、送水管は整備されているのかもしれま

せんけれども、私も何回かあそこを通って見ているのですけれども、かなり川自身が荒
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れると、橋もあるのですけれども、そういったために、周りに農地の地権者もいるので

す。そういう人たちも牧草の管理にしても畑の管理にしても、そこを通らなければなら

ない中で、道路というのをきちっとしていないと、一々通りたびに、壊れるたびに林野

庁というのか、森林管理署に許可を得なければならないとか何とかと。水道の水源地ま

でもし壊れたときにはかなり不便な面があると思うのです。そういった面について、い

わゆる町道としてきちっと認定して整備することが、安定した水道事業ができるのでは

ないかと私は思うので、今の説明では、町道としての認定は考えていないというのです

けれども、将来的にはそういうことを考えないと、周りの農地を利用する人たちも道路

がきちっと確保されないと、一々森林管理署に許可を得なければならないような形では

ない形を取ることが、安定的に安心して使えるのではないかと思うのですけれども、こ

れは、水道と同時に農地の関係も含めて、その辺について、今後鋭意努力していってほ

しいと思うのです。 

○議長（本田　学君）　清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君）　道路としましては、確かにそれまでの町道の部分から地続

きで、道路としては形となっていますし、そこに一般の利用者の方たちにはどちらの管

理だということの分けがなかなか分からない部分はあると思います。私どものほうとし

ましても、国有林地内のほうに水源地があるということで、毎年国有林のほうには、適

切な維持管理と緊急時の対応についてということで協議、また、要望もさせていただい

ております。今後も引き続き、森林管理署のほうとは連携しながら、必要な対応につい

ては随時協議しながら進めていきたいと思っております。 

○議長（本田　学君）　ほかに。４５ページまでありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、７款商工費、４６ページから９款消防費、５１ページま

で。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、１０款教育費、５２ページから１２款公債費、６０ペー

ジまで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、歳出全般について行います。ただし、款を区切っての質

疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　以上で、歳出についての質疑を終わります。 

　次に、歳入全般について質疑を行います。 

　歳入の事項別明細書は１１ページから２２ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　以上で、歳入についての質疑を終わります。 
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　次に、第２条繰越明許費、第３条債務負担行為の補正及び第４条地方債の補正につい

ての質疑を行います。６ページから１０ページまでの第２表から第４表を参照してくだ

さい。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。ただし、歳入

歳出双方に関連あるものに限定します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第２号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第８号）を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第

１号）の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

　事項別明細書は、４ページから１０ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第３号令和４年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第

１号）を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第３号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正

予算（第４号）の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 
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　事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、第２条、債務負担行為及び第３条地方債の補正について

質疑を行います。４ページの第２表から第３表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正

予算（第４号）を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）の

質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

　事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、第２条債務負担行為について質疑を行います。 

　４ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第５号令和４年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を

採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
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の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

　事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　下水道の関係とさきの上水道との関係なのですけれども、５

ページ、歳入の場合８０万円の減額になるのですけれども、これは収入がないというこ

とですけれども、水道のほうはさほど減額がないのに、下水道のほうが８０万円もある

というのは、どういうつながりなのかと疑問に思って質問するわけなのですけれども、

いずれにしましても、町民の利用人数の減によって収入の使用料が減ったのか、それと

も町民の方が節水することによって利用量が減ったのか。下水道は上水道と大体リンク

していると思うのですけれども、この８０万円という減額はどういう原因なのか説明願

います。 

○議長（本田　学君）　清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君）　水道と下水道、確かに料金につきましてはリンクするとこ

ろがあるわけなのですが、下水道区域内から外れた部分につきまして、こちらのほうで

言うとトマム地区ですとか、そういったところについては下水道料金に大きく賦課され

ない部分がありますので、必ずしも水道料金と下水道料金が全くイコールでリンクして

くる形には料金上はならない形になります。 

　あと、料金の見込みが予算より減額になったという部分なのですけれども、これは使

用量のほうが減ってきているわけなのですけれども、これにつきましては、使用戸数、

人口等の減によるものが要因だと考えております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　これは、人口が減っている状況と符合するところだと思うので

す。そういった意味で、さりとてどんどん使って下水道料金も利用量もきちっとという

範囲ではないような気もするけれども、さりとてこのままで行くと、これは独立会計な

ので、採算が合うようにしていなければならないと思うのですけれども、収入がない分

だけ、処理する薬剤なんかを使う上で、そういった面との分岐点いうものを考えていか

ないと、早めに予測する、そういう想定はしているのかどうか伺います。 

○議長（本田　学君）　清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君）　先ほど人口の減少という形で御説明させていただきました

が、その中にもう一つプラスさせていただくのが、観光人口なんかも水道料の中の一つ

になると思います。今いろいろとコロナ禍の中で、人の動きも少ない中、観光需要の部

分も減ってきているのも事実かと思います。 

　それと、料金の適正な部分につきましては、これまでうちのほうで経営戦略を一度立

てさせていただきましたが、今後、会計の移行も落ち着きましたら、改めてその辺もき



― 48 ― 

ちんと見直していかなくてはいけない時期になりますので、そういった中で各関係機関

にお諮りしながら、今後、料金についても考えていかなくてはいけない部分が出るのか

と思います。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、第２条、債務負担行為についての質疑を行います。４

ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第６号令和４年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算補正全般について行います。 

　事項別明細書は、５ページから１０ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　次に、第２条、債務負担行為について質疑を行います。４ペー

ジの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第７号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

の質疑を行います。 

　第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

　事項別明細書は、４ページから６ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第８号令和４年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

　２時１５分まで休憩します。 

休憩　午後　１時５７分 

再開　午後　２時１５分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１　議案第９号職員の降給に関する条例の一部を改正する 

　　　　　　　条例 

◎日程第１２　議案第１０号職員の分限についての手続き及び効果に 

　　　　　　　関する条例の一部を改正する条例 

◎日程第１３　議案第１１号職員の給与に関する条例の一部を改正す 

　　　　　　　る条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１１　議案第９号職員の降給に関する条例の一部を改正

する条例から日程第１３　議案第１１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

まで、３件を一括議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 
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○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第９号職員の降給に関する条例の一部を改正する

条例についてですが、人事評価の実施結果を職員の降給の事由に反映させるため、所要

の改正を行うとするものであります。 

　続きまして、議案第１０号職員の分限についての手続き及び効果に関する条例の一部

を改正する条例についてですが、人事評価の実施結果の職員の分限の手続きに反映させ

るため、所要の改正を行うとするものであります。 

　続きまして、議案第１１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてで

すが、人事評価の実施結果を勤勉手当の支給額に反映させるため、所要の改正を行うと

するものであります。 

　以上、議案第９号から議案第１１号まで、３件を一括して提案させていただきます。 

　内容につきましては、総務課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　それでは、議案第９号職員の降給に関する条例の一部を改

正する条例について説明いたします。 

　議案書２ページ及び資料では、ナンバー８－１及び８－２の新旧対照表、以上を御覧

いただきたいと思います。 

　今回の改正は、人事評価の実施結果を職員の降給の事由に反映させるため、所要の改

正を行うものでございます。 

　まず、新旧対照表で説明いたしますが、第３条の改正については、降格の事由でござ

います。 

　第３条第１号ア中、従前「職員の勤務の状況」と規定されていた文章を改正するもの

でございます。 

　第４条の改正につきましては、こちらは降号の事由でございます。こちらも職員の勤

務の状況と従前規定されていた文言を前条と同様の改正をするものでございます。 

　議案書２ページにお戻りいただきたいと思います。 

　条例の一部改正の内容につきましては、ただいま説明したとおりでございますので、

条文の朗読は省略し、附則を読み上げさせていただきます。 

　附則、施行期日、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　経過措置、この条例による改正後の職員の降給に関する条例の規定は、令和６年度以

後の年度分の職員の降給の事由について適用し、令和５年度分までの職員の降給の事由

については、なお従前の例による。 

　以上で、議案第９号の説明とさせていただき、続きまして、議案第１０号の説明をさ

せていただきたいと思います。 

　議案第１０号職員の分限についての手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条

例について説明いたします。 
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　議案書３ページと議案説明資料ナンバー９の新旧対照表を御覧ください。 

　今回の改正は、こちらも人事評価の実施結果を職員の分限の手続に反映させるための

改正でございます。 

　第２条第１項の改正、こちらは、人事評価の実施結果を反映させるように改正するも

のでございます。この中で、地方公務員法第２８条第１項第１号の規定とございます

が、こちらは、人事評価または勤務の状況を示す事実に照らして、勤務実績がよくない

場合を規定しております。 

　今回の改正では、人事評価の実施結果を反映することなどにより、より明確にしたも

のでございます。 

　議案書３ページにお戻りください。 

　条例の一部改正の内容につきましては、ただいま説明したとおりでございますので、

条文の朗読は省略し、附則を読み上げさせていただきます。 

　附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　経過措置、この条例による改正後の職員の分限についての手続き及び効果に関する条

例の規定は、令和６年度以後の年度分の職員の分限についての手続きについて適用し、

令和５年度分までの職員の分限についての手続については、なお従前の例による。 

　以上で議案第１０号の説明とさせていただきます。 

　続きまして、議案第１１号の説明を行いたいと思います。 

　議案第１１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について説明いたしま

す。 

　こちらは、議案書４ページ、資料は、資料ナンバー１０の新旧対照表を御覧いただき

たいと思います。 

　今回の改正は、こちらも人事評価の実施結果を勤勉手当に反映させるため、所要の改

正を行うものでございます。 

　第１６条第１項の改正は、職員の人事評価の実施結果を反映するように改正するもの

でございます。 

　第１６条第２項につきましては、再任用職員について、こちらも同様に勤勉手当に反

映させたものでございます。 

　議案書４ページにお戻りいただきたいと思います。 

　条例の一部改正の内容につきましては、ただいま説明したとおりでございますので、

条文の朗読は省略し、附則を読み上げさせていただきます。 

　附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　経過措置、この条例による改正後の職員の給与に関する条例の規定は、令和６年度以

後の年度分の勤勉手当について適用し、令和５年度分までの勤勉手当については、なお

従前の例による。 

　以上で、議案第９号から第１１号の説明とさせていただき、以降、御質問によるお答
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えしますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　これから、議案第９号の質疑を行います。 

　質疑はありませんか。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　職員に対するペナルティーみたいな感じだと思うのですけれど

も、いずれにしても、こういう問題は労使間の協議の上で合意されたのではないかと思

うのですけれども、その辺についての経過等についてあればお答え願いたいと思いま

す。 

　それから、近年、労使間だけでなくて職場の中における、いわゆるパワハラあるいは

いじめというか、そういうような状況の中で、本人がきちっと集中した仕事ができない

とかなんとかというメンタル的なものが事実的に現れた場合には、事実としてつかまれ

て、自衛隊の中でさえも裁判沙汰にもなっているという現況の中で、そういう場合には

どういうふうに対応するのか、その辺もきちっと考えておかないと、最終的に勝った負

けたの世界になって、執行関係に影響も及ぼす可能性もあると思うのですけれども、

さっき言ったパワハラ、セクハラいろいろの中で、男女平等の社会になればなるほどそ

ういうリスクが伴うと思うのですけれども、そういったことがもしこういう業績に関係

したとなれば、どういうふうに判断していくのか、その辺についての考え方を伺いたい

と思います。 

○議長（本田　学君）　暫時休憩します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　２時２４分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　２時２４分 

○議長（本田　学君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　ただいまの御質問にありました労使間の合意、人事評価制

度に関してのことでございますが、昨年度から組合のほうと協議をいたしまして、現

在、人事評価制度の検討委員にも組合のほうから選出していただき、マニュアル等の内

容の検討などをしております。 

　もう一つの質問でございますが、パワハラやセクハラなどの申出等の扱いでございま

すが、もちろん窓口は総務課ということになりますが、人事評価検討委員会の申入れな

どもできますので、申入れという形で、何か御意見などがある場合は、そのようなこと

も申出を受けるような体制にはなっております。 

　以上でございます。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　ですから、結局精神的な問題によって仕事に熱中できないと

か、与えられた仕事がこなせないというのは、メンタル的なものがあるかと思うので

す。そういった面での要因をきちっとつかまえた上で対策していかないと、当町におい
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てという言い方はまずいかもしれないけれども、新人の職員が来て１年も、僕らにすれ

ば顔を覚えて名前を覚えられた頃にいなくなるというか、開くまでも職業の自由な選択

ですから、それは本人の意思なのですけれども、そういった中で、今後、せっかく育て

られたというか、役場の職員、公務員の資格を取ったといえども、現場の実践を覚える

のには最低でも３年はかかると思うのです。そういったようなことを含めると、早期退

職とかにつながらないように、そうでなくても当町における職員、行政関係だけでなく

て事業所なんかもあろうかと思うのですけれども、そういった重要な人材を育てるとい

うことが基本だと思うのです。そうでないと、今言ったこういう厳しい形でいって、最

後は本人が嫌になるということにならないように、そういう措置も考えた上でやってい

かないと、それでもなおかつ、本人と話し合うことはすると思うのですけれども、そう

いったこともきちっと措置ができるのかどうか、その辺についてお答え願います。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　ただいま谷議員のおっしゃられたことについては、人事評価

とは関係なくて、ストレスチェックの関係かと思います。ストレスチェックにつきまし

ては、平成２８年度から当町では確実にやっておりまして、足寄の国保病院の先生にも

相談できる体制をつくっております。衛生委員会もここに絡んでおりますので、それに

ついては、そういった別な組織の中できちっと対応できるようにしていきたいと思って

おります。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

　２番三輪議員。 

○２番（三輪隼平君）　ただいま谷議員からの質問の中で、人事評価については、労使

間でマニュアルが検討されるということでお聞きしたのですけれども、人事評価という

言葉で、どういった主観が入ってくるのか分かりませんが、おのおのの職員が自分の仕

事を一生懸命やっている中で、どんな評価をされて、それが給与に反映されるかという

ところで、どういった項目が評価になるのかというのも、労使で協議された後に皆さん

に公にされて、仕事をされていくのか。 

　あと、評価ということなので、給与に反映される面が絶対的な評価、学校でもありま

すが、絶対評価なのか総体評価なのか、それぞれが一生懸命仕事をやっていて、評価が

高いか低いか判断されてしまうのか、優劣がついてしまうような評価なのか、お聞きし

たいと思います。 

○議長（本田　学君）　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　ただいまの質問でございますが、人事評価制度の中身とい

うがございますが、各職員がそれぞれ期限内に目標を立てて、１年間またはもう少し短

い期間で、それぞれの期ごとの目標を立てて、それに対する評価をするということと、

そういう業務的な評価と、あと、能力的な評価、それも自分で項目についてしていただ
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くという形でございます。それを客観的に複数の人が段階的に評価していくと。当然評

価が本人の判定との違いがあれば、それについてはコメントなどをして、また、面談の

機会なども設けてやっていくことでございます。 

　今、議員が言われたように、評価の総体の考えでございますが、総合評価という形に

なりますので、具体的にどのような判定が何人必ず要るとか、そのようなものではござ

いません。 

　以上で、説明を終わります。 

○議長（本田　学君）　６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君）　最終確認なのですけれども、職員の降給に関する条例の一部を

改正する条例ですから、例えば役場庁舎内にこれだけの課があって、各ポスト、異動は

当然ありますから、それがどんどん行く中で、自分に対して評点をつける、評価をつけ

る。そこで、降給という文字を使うとなると、最下位で判断するとあるのですけれど

も、逆に言えば、私は、庁舎内で職員を守るぐらいの気がなかったら、一生懸命頑張っ

て働いていても、この人は能力ないといったって、その課にいたら能力がないかもしれ

ないけれども、異動の対象になっていけば自分に合ったポストで頑張れる。例えば建設

課という課は、仕事としてはかなりずっと一緒ですよね。それが仮に福祉担当に行って

福祉のことを覚えて、今度、農林課へ行って牛のことを覚える。これは特殊な仕事で

す。その人に対して評点をつける、降給ですというのが何か、さっきから聞いている

と、ちょっと意味が違うのと同時に、最近、ネット等のニュースでは、公務員が辞め

る、離職率が最近一番高いと。胸を張って入ってくる公務員が辞める率が多いというの

は、やはり役場庁舎内でせっかく来た職員を守る。その人に合った適材適所をまずは見

つけて頑張ってもらうとか、いきなりあなたは教育委員会です、税ですといったって分

からないと思うのです。そういう判断は非常に難しいと思うのです。同じ課にいるなら

いいです。同じ課にずっと何年もいて、やっぱりこの人は能力ないと、自分で言うの

か、私には無理です、この課はと言って最下位にするのか、異動を申し入れるのか、そ

こら辺も含めて、幾ら条例の一部を改正する条例といっても、降給なんていう言葉を

使ってしまうと、やはり精神的なものもあると思うし、頑張って頑張って、残業して頑

張ってやるのだという職員が、やはり頑張ってもこの課は無理ですとなったとき、自分

で降給ということを判断するのか、ほかの課に行って頑張ってみるかとか、最近、公務

員が役場庁舎内で本当にうまくいっているのかという疑問もございます。 

　やはり降給なんていう言葉は、後の後に置いておいて、やはり各課で頑張ってもらう

というぐらいの意気込みで、副町長にしっかりしてもらって、各課長にしっかりしても

らって、きちっとスキルを図って、庁舎内でどの課に行っても、この人はスペシャリス

トですというぐらいに育ててほしいなと。降給なんていう言葉を最初から聞いてしまう

と、どうなっているのだ、役場庁舎内ということになるので、この言葉も気をつけて、

役場職員として全員が頑張るという気持ちでいってほしいなと、私の思いです。 
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○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　この制度の中で、今、降給に限定してお話しされましたが、

これらについては、当然研究・研修も必要になってくると思うのですが、基本的に、国

家公務員等で言われているのも、職員の意識向上のための制度ですということなので

す。そういった中で、降給前提でやるわけではなく、当然、先ほど総務課長が言いまし

たが、本人が目標を立てます、まず。それに本人が近づけてできれば、当然できる人と

できない人の差をそこでつくっているわけではなくて、その人の中の目標値に合わせた

基準をつくるわけです。その人はできますと、レベル的には、１年目だし何も分からな

かったけれども、ここまでできましたという基準をつくった評価をしていかなければな

らない。一番の問題は評価する側だと思います。評価するのは非常に難しいので、この

辺についても研修を重ねていかなければならないと思っております。 

　先ほど議員が言われましたように、できる人とできない人の差をつけるのでなくて、

この人がどこまでできるのかを見極めていくのが上司の責任になってくると思いますか

ら、その辺は、議員が今お話しされたようなことを踏まえまして、この制度をよりよ

く、職員も理解しながら利用できるようにしていきたいと思っております。 

　降給については、降給をなしにというではなく、こういう基準もあるので頑張りま

しょうということで考えていただけるといいかと思います。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君）　本当にそうだと思うのです。この降給というのが不明にならな

いように。そして、コロナで３年間を失われた、職員を見ても皆さんオンラインによる

会議、出張もない、どこもない。これからは研修の場が多いですから、どんどん若い職

員には研修に行ってもらって、同じ役場職員の仲間がたくさんいる研修に出ていっても

らって、お互いにいろいろな情報交換をしたり、どんどん外に出して、各課長が見守る

中できちっと職員に頑張っていただきたいという思いでおりますので、どうかひとつよ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（本田　学君）　早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君）　条例と別としましても、マニュアル等もいろいろと委員会の

中でももんで、悪いところは当然直さなければならないと思いますが、マニュアルをみ

んなが理解しながら利用できるようにして、適正に活用できるように努めていきたいと

思います。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、議案第９号の討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第９号職員の降給に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第１０号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　質疑なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１０号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１０号職員の分限についての手続き及び効果に関する条例の一部を

改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１０号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第１１号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　質疑なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１１号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４　議案第１２号陸別町文化財保護条例の一部を改正する 
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　　　　　　　条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１４　議案第１２号陸別町文化財保護条例の一部を改正

する条例を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１２号陸別町文化財保護条例の一部を改正する

条例についてですが、専門的な事案を取り扱う文化財審査委員の担い手の減少に伴いま

して、所要の改正を行おうとするものであります。 

　内容につきましては、総務課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　それでは、議案第１２号陸別町文化財保護条例の一部を改

正する条例について御説明いたします。 

　議案書５ページ及び議案資料のナンバー１１を御覧いただきたいと思います。 

　陸別町文化財保護条例の一部を次のように改正する。 

　第１４条第２項中「委員５名」を「委員４名以内」に改める。 

　附則、施行期日、この条例は、令和５年６月１日から施行するであります。 

　経過措置、この条例による改正後の陸別町文化財保護条例の規定は、令和５年６月１

日以後の審査委員会委員の組織について適用し、同日前までの審査委員会委員の組織に

ついては、なお従前の例による。 

　以上で、議案第１２号の説明とさせていただき、以後、御質問によりお答えしますの

で、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　保護条例の関係で、今まで５人が４人になった要因は何かとい

う点と。 

　それから、今現在任命されていると思うのですけれども、その人たちが在籍という

か、今までどれくらいの方がいるのか、何年ぐらい勤めているのかということなのです

けれども、その辺と。 

　こういう保護条例の場合は、かなりの知見というのか、知識のある人が必要だと思う

けれども、やはり長年になるとマンネリ化するという可能性もあるので、心機一転した

形で、簡単に言えば意欲のある人を、これをすることによって成長していくというので

すか、そういう人を見込んだ委員にしていかないと、人数は減るは、今までと大したと

いうことでは問題がありますので、その辺についての見通しというか、今後の対策とい

うか、考え方をひとつ伺いたいと思うのです。 
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○議長（本田　学君）　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）　本条例の内容につきましては、所管の教育委員会のほうから説

明いたしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（本田　学君）　副島教育委員会次長。 

○教育委員会次長（副島俊樹君）　それでは、ただいまの御質問にお答えいたします。 

　まず、要因といたしましては、提案の理由にもありましたように、人口減少によりま

して、専門的な事案を取り扱う人材の確保がなかなか難しいということもございまし

て、現在５人となっておりますところを４人以内ということに改正したいとことでござ

います。 

　現在５名の方が委員として委嘱させていただいておりますけれども、一番長い方が平

成２２年から１４年間やっていただいております。この方が間もなく８０歳を迎えると

いう方でありまして、それ以外の方につきましては、令和元年からが１名と令和３年度

からという方が３名の今５名という状況であります。年代は、令和５年の任期満了時点

で８０歳が１名、７０代が１名、６０代が２名、４０代が１名という構成でございま

す。 

　過去には、８０歳を超えてやっていただいていたということがかなり長い期間続いて

おりましたが、令和元年度ですとか令和３年度に組織の若返りといいますか、交代をし

ていただいて、現在の状況になってきております。 

　会議自体は年間２回ほど実施しておりまして、事業報告または事業計画を説明いたし

まして、いろいろ御意見をいただきながら、文化財保護または周知、活用活動について

取り組んでいるところでございます。 

　以上であります。 

○議長（本田　学君）　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　２,２００人のますの中で、専門的な人にしてもらうというの

は、いろいろな面で難儀があろうかと思うのです。長年やっていく中では、全てが悪い

とは言わないけれども、やっぱり惰性というかマンネリというか、そういうものになる

と、陸別における文化財の、簡単に言えば結構観光面にも影響することもあるのですよ

ね、文化財というのは。そういった意味で、ほかの町村から、いわゆる陸別町以外の人

たちが来るという状況の中では、必ずしも年齢の問題ではなくて、最高学府を出た人

が、人とのつながりも、それなりの知識も持っている、その土台の中で陸別の文化財の

発掘というか、広めるということが必要だと思うのですけれども、とかく当町において

は、出身地が陸別ではないというようなことがあっては問題があると思うのです。先ほ

ども言ったように、そういう知識を身につけた、最高学府を出た人は、町外の人を、し

ていないとは言わないですけれども、そういうことを含めて、そういう中での人材的と

いうか、人とのつながりが大事な分野だと思いますので、その辺を選考しながら、今、

説明では若い人たちが来た、若ければいいというものでもないけれども、年のいった人
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は、言い方は悪いですけれども、それは顧問として残すような形で、相談役というか、

そういう形で切れ目なくつないで発展できるような、そういう方法で、今回１名減人と

いうことになりますので、その辺を考えた上で任命していただきたいと思っています。

そういうことで、お答えしてもらえれば幸いなのですけれども。 

○議長（本田　学君）　有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）　今回の文化財審査委員の条例改正ということで、委員５名を

４名以内ということなのですけれども、谷議員からもいろいろ専門的知見だとか長年の

マンネリ化だとか、いいところも悪いところもいろいろかと思っています。５人の委員

の今現在の中で、実は２年任期で、毎回任命を繰り返していったということになります

けれども、前回、令和３年のときに５人中３人の入替えをしております。令和元年のと

きに１名を入替えということで、実は令和３年５月末までの中では、先ほど言いまし

た、今現存で一番長い十三、四年の委員の方がいらっしゃいますけれども、それ以外の

３人については、３０年から４０年間ずっと委員をしていただきました。なかなかそう

いう専門的な知識を持たれている方が町内にいなかったということもあるのですけれど

も、教育委員会といたしましては、非常勤特別職的な委員については、基本的には７０

歳ぐらいのところを切りとして、余り高齢の方をずっと委員に任命するということは御

負担もかけるのかということで切替えをしているところでありますけれども、なかなか

文化財審査委員につきましては、そういうところに至らなかったということで、実は８

０歳過ぎてもお願いしていたというのが実態でありました。 

　ここ最近、文化財に興味を示していただける方も見受けられたということで、人数の

入替えもしておりますけれども、今後、新陳代謝も含めて、今現在の委員が任期、うま

く入れ替えるような体制は必要だと思っています。これが５名ということでかたくなに

なっていると、なかなか辞めるに辞められないと、我々も引き止めざるを得ないという

状況にもなってくるかと思っておりますので、今回５名というものに、以内というもの

を改正させていただいて、現存、これから状況を見たときに、総合的に判断して、５名

を４名にしていける状況に今後なっていくということも踏まえて、今回の改正に至って

いるということでありますけれども、退任された委員におかれましては、今後もアドバ

イザーだとか、いろいろな形の中で御意見をいただきながら、つながりを持っていくと

いう形を今後も続けたいと思っておりますので、委員の任期が終わってすぐ終わりでは

なくて、今後も引き続きいろいろ御参考、御意見をいただきながら文化財の推進に努め

ていただきたいという形の中で考えていきたいと思っております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１２号陸別町文化財保護条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５　議案第１３号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営 

　　　　　　　の基準に関する条例の一部を改正する条例 

◎日程第１６　議案第１４号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及 

　　　　　　　び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１５　議案第１３号陸別町家庭的保育事業等の設備及び

運営の基準に関する条例の一部を改正する条例から日程第１６　議案第１４号陸別町放

課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例までの

２件を一括議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１３号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営

の基準に関する条例の一部を改正する条例についてですが、家庭的保育事業等の設備及

び運営の基準の関する基準の改正に伴いまして、所要の改正を行おうとするものであり

ます。 

　続きまして、議案第１４号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準の関

する条例の一部を改正する条例についてですが、放課後児童健全育成事業の設備及び運

営の基準の改正に伴いまして、所要の改正を行おうとするものであります。 

　以上、議案第１３号及び議案第１４号の２件を一括して提案いたします。 

　内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君）　それでは、議案第１３号及び議案第１４号を

一括して説明をさせていただきます。 

　今回の改正につきましては、令和４年通常国会におきまして、児童福祉法の一部改正

の審議の際に、国の基準に従いまして、自治体条例で定める事項として、児童の安全の

確保を追加する修正案が可決されたところです。 
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　また、附帯決議といたしまして、送迎バス等の付加的サービスを含めた児童の安全の

確保に関する計画を策定すること。職員の訓練、研修、保護者説明の実施などにより、

実効性を確保することとされたところです。 

　併せまして、昨年９月でありますけれども、静岡県において認定こども園の送迎バス

に置き去りにされたお子様が亡くなるという事案が発生したことを受けまして、自動車

を用いた送迎に当たっての安全管理の徹底に係る規定が加えられたこととする内容でご

ざいます。 

　これらによりまして、国が定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準、そ

れと、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準がそれぞれ改正することに

伴いまして、この基準に従い、町条例を制定していることから、同様の改正をしようと

するものでございます。 

　それでは、議案第１３号の内容については、新旧対照表を用いて説明をさせていただ

きたいと存じますので、議案説明書、資料ナンバー１２－１をお開きください。 

　第７条の２は、安全計画の策定等に関する新設する規定でございます。 

　第１項では、日常生活における安全に関する事項を安全計画として策定し、必要な措

置を講じなければならないとの条項を規定するものでございます。 

　同条第２項につきましては、職員に対する研修、訓練に関する規定であります。 

　同条第３項は、保護者説明に関する規定をしております。 

　同条第４項につきましては、本計画の見直し変更についての規定をしているところで

ございます。 

　第７条の３は、送迎用の自動車を用いる場合の安全の徹底に関し新設する規定であり

まして、第１項につきましては、利用乳幼児の所在を確実に確認することを規定してお

ります。 

　同じく第２項には、ブザー等見落とし防止の装置の設置を義務化する規定を設けてお

ります。 

　ただし、このブザーに関しましては、資料ナンバー１２－１の下から２行目、（運転

席並びに）という文言がございますが、これにつきましては、容易に利用されている乳

幼児の所在が確認できる、例えば２列しか座席がない車などについては、ブザーをつけ

なくてもよろしいというような規定を設けております。 

　第１０条につきましては、現行のただし書きを削除いたしまして、「他の社会福祉施

設等との設備、職員の兼用」に関しては、「保育に支障のない限り」と改めるものでご

ざいます。 

　第１４条につきましては、現行の必要な措置をより具体的に明記するために、第７条

の２に規定する安全計画に基づく内容に改めようとするものでございます。 

　以上で、新旧対照表を用いた議案の説明を終わりたいと思います。 

　それでは、議案書７ページ目にお戻りください。 
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　ただいま本文の説明を新旧対照表を用いて説明させていただきましたので、議案本文

の朗読は割愛させていただきます。 

　附則であります。施行期日については、令和５年４月１日から施行する。 

　それと、経過措置といたしまして、送迎用の自動車へのブザー等の見落とし防止装置

の設置に関しましては、令和６年３月３１日まで猶予するものの、それまでの間、利用

乳幼児の所在確認を確実に行う義務を規定しているところでございます。 

　議案第１３号については以上でございます。 

　続いて、議案第１４号の説明を行います。 

　こちらも新旧対照表を用いて御説明させていただきたいと存じますので、議案説明

書、資料ナンバー１３－１をお開きください。 

　まず、６条の２、安全計画の策定につきましては、先ほど御説明した議案第１３号と

文言は同様であります。事業名が放課後児童健全育成事業に変わっているだけで、中身

については同様の条文となっておりますので、説明は割愛させていただきます。 

　次の６条の３、自動車を運行する場合の所在の確認についてですが、放課後児童につ

きましては、小学生となりますので、乳幼児とは違いまして、車内での見落としリス

ク、こちらが低いことから、ブザー等装置の設置は求めずに、乗降後の所在確認を確実

に行う義務を規定する内容としております。 

　次に、第１２条の２であります。こちらにつきましては、業務継続計画、いわゆるＢ

ＣＰの策定の努力規定を新たに設けるものでございます。ＢＣＰにつきましても、第６

条の２に基づく研修、訓練、計画変更について、第６条の２を準用した規定としており

ます。 

　次に、第１３条は、議案第１３号と同様の内容でありますので、説明は割愛させてい

ただきます。 

　以上で、新旧対照表を用いた議案の説明を終わらせていただきます。 

　それでは、議案書の９ページ目にお戻りください。 

　ただいま本文の説明を新旧対照表を用いて説明をさせていただきましたので、議案本

文の朗読は割愛させていただきます。 

　附則です。施行期日については、令和５年４月１日から施行する。 

　経過措置といたしまして、令和６年３月３１日までの間、第６条の２第１項から第３

項の規定、安全計画の策定、職員の研修、訓練、保護者周知については１年間猶予する

という旨の規定をしているところでございます。 

　以上、議案第１４号の説明させていただきます。 

　議案第１３号及び議案第１４号の説明については、以上でございます。 

　以降、御質問によってお答えをさせていただきますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

　以上です。 
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○議長（本田　学君）　これから、議案第１３号の質疑を行います。質疑はありません

か。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　こういう条例を設けなければならないという今の、これは必ず

しも陸別だけでなくて、日本全国的における非常に悲しいことだと私は思っています。

というのは、今後、将来のある子どもたち、僕にすれば子どもは宝です。それを守る

我々大人が未然に防げない事故等、過失、失念、そういうものはあってはならないと思

うのと同時に、昨今、意味の分からない形で、簡単に言えば、自分は死刑になりたいか

ら人を殺したいという信念というのか、これも今までの育ち方や育て方かと思うのです

けれども、今回のは、過去に起きた置き去りで幼児が犠牲になったというけれども、今

の時代は、全然分からないで、浸入してきて、先ほど言ったようなことをやる人が現れ

ると。それは、その人の障害的なものだと思うけれども、大人として、例えばバス通を

しているわけなのですけれども、事前に大人しか、運転手しか大人はいないのですけれ

ども、その人が予防を張れるような、今回の学校でも先生が体を張って、さすまたを

持っていたということもあるので、そういうことも、防犯という面も考えていかない

と、大事な子どもが、たとえ１人犠牲が出てからこうするああするではない形を取って

いかないと駄目な時代なのかと思うので、その辺は、すごく人間不信になる悲しいこと

だと思いますので、事前に考え得ることを今のうちから対策を取ってほしいと。置き去

りの問題で、こういう条例がどうのというのですけれども、防犯を考えたときに、近

年、親と一緒に遊びに行ったらなかなか帰ってこないで、行方不明という、こういう僻

地の中ではあり得ることなので、それは犯罪ではないのかもしれませんけれども、そう

いうことも常に対策として、あるいは訓練等を進めることを条例でどうのこうと設ける

ことではない、そういう体制というのを考えていってほしいと思いますけれども、今、

全国的に起きている事案について一つ一つ検証しながら、陸別に当てはめて、どこまで

そういうことが防げるのかという研究、対策を取ってほしいと思いますけれども、そう

いう点どうですか。 

○議長（本田　学君）　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）　議員のおっしゃることは、もっともだなと思って私も拝聴して

おりました。陸別としても、議員おっしゃるように、そういうことがないように、いろ

いろできるようなことは、事業者も含めて前に進めていくというか、善処していきたい

と思っています。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、議案第１３号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１３号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１３号は、原案のとおり可決されました。 

　これから、議案第１４号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　質疑なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１４号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１４号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関す

る条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１４号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１７　議案第１５号陸別町国民健康保険条例の一部を改正す 

　　　　　　　る条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１７　議案第１５号陸別町国民健康保険条例の一部を改

正する条例を議題します。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１５号陸別町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例にについてですが、健康保険法施行令等の一部を改正する政令等の施行に伴いま

して、所要の改正を行おうとするものであります。 

　内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君）　議案第１５号の説明をいたします。 
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　陸別町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

　陸別町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

　第８条第１項中、「４０万８,０００円」を「４８万８,０００円」に改める。 

　第８条の規定は、出産育児一時金の規定であります。８万円の引上げになります。 

　出産育児一時金につきましては、この条例の施行規則で産科医療保障制度の保険料相

当額として１万２,０００円を加算して支給されておりますので、実際の支給額は、現行

４２万円から８万円引き上げまして５０万円の支給となります。 

　附則を読み上げます。 

　１、施行期日、これの条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　２、経過措置、この条例の施行日に出産した被保険者に係る陸別町国民健康保険条例

第８条の規定による出産育児一時金の額については、なお従前の例による。 

　資料ナンバー１４に新旧対照表を付していますので、後に御覧ください。 

　なお、改正内容につきましては、２月２７日開催の陸別町国民健康保険運営協議会に

おいて承諾を得ております。 

　以上で、議案第１５号の説明といたします。 

　以降、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議をお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　質疑なしと認め、これで終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１５号陸別町国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１５号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１８　議案第１６号陸別町公共草地条例の一部を改正する条 

　　　　　　　例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１８　議案第１６号陸別町公共草地条例の一部を改正す

る条例を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 
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　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１６号陸別町公共草地条例の一部を改正する条

例についてですが、飼料、資材、燃料等の価格上昇の影響による公共草地の維持管理経

費の増額に伴いまして、所要の改正を行おうとするものであります。 

　内容につきましては、産業振興課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　それでは、議案第１６号陸別町公共草地条例の一部を

改正する条例について御説明いたします。 

　議案集は１１ページから１３ページとなります。 

　この条例は、公共草地の資材等の価格上昇に対応するため改正を行うとするものであ

ります。 

　改正内容につきましては、資料に沿って説明したいと思います。 

　議案説明書、資料ナンバー１５を御覧ください。こちら新旧対照表となります。 

　改正は大きく二つありまして、一つ目といたしまして、第１１条第３項と第４項にお

いて、「別表の」とあるところを、それぞれ「前項に規定する」、「第２項に規定す

る」というように、第２項を明示的に規定するよう改正しております。この部分は利用

料に直接影響しない部分でありますけれども、利用料の改定に併せて文言の整理を行っ

ております。 

　二つ目は、別表の改定であります。こちらは利用料の上限を定めたものであります

が、限度額を引き上げることで管理経費の増に対応しようとするものであります。牛ま

たは馬１頭、１日当たり「３３０円」を「４９５円」に、馬親子一組、１日当たり「３

８５円」を「５７２円」、生草１キログラム当たり「４円」を「６円」に、面積１０

アール当たり「５,５００円」を「８,２５０円」としております。 

　変更は、令和５年４月１日以降の料金とし、附則において経過措置を設けておりま

す。 

　なお、この改正により利用料が直ちに上限額となるわけではなく、あくまでもこの範

囲内で、指定管理者である農協と町との間の協議の上、利用料を決定することとしてお

ります。 

　現在のところ、改正前の上限額内に収まる料金を令和５年、予定はしておりますが、

今後の経費の上昇を見据えて、やむを得ず期中改定をする場合等に対応できるよう設定

するものであります。 

　それでは、議案集１１ページにお戻りください。 

　改正内容につきましては、ただいま資料で説明させていただいたとおりでありますの

で、条文の朗読を省略し、附則を読み上げたいと思います。 

　１３ページを御覧ください。 
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　附則、施行期日、１、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　経過措置、２、この条例による改正後の陸別町公共草地条例の規定は、令和５年４月

１日以後の草地等の利用料について適用し、同日前までの草地等の利用料については、

なお従前の例による。 

　以上で、議案第１６号の説明とさせていただきます。 

　以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（本田　学君）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

　６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君）　今、物価の高騰によるということで、農協が指定管理者という

ことで、料金の値上げの改定と、町が併せて一部改正するということなのですけれど

も、現行でいくと、今現在、私が牛を放しているのが、放牧料が２４０円でした。それ

と冬期間預けるのが５３０円でした。それが１２月１日より農協が改正を図りまして、

農協のほうは１２月１日から料金改定になっております。現行を申しますと、乳牛を放

牧しているときは３００円です。馬が３００円、馬が親子で３５０円。また、育成セン

ターで冬期間置いておくと６５０円です。下斗満の保育センターが８３０円が１,０５０

円、また、４か月齢から６か月齢は７３０円が８５０円という形になっております。 

　それとまた、町外、本州方面からかなり入っていますので、そこら辺も含めて大幅に

上がっているということで、現行よりは本州方面の牛は、町内の方より２０円程度上

がっております。 

　このような中で、現行の中に収まるわけなのですけれども、今回、改正案ということ

でございます。これは恐らく満度額、上限額を用いてこの額にいっているのかなという

思いもするのですけれども、今のところはこのような形になっていますのでお知らせを

しておきます。 

　やむを得ない状況で、高騰ということでこのような価格になったということで、セン

ター等に預けている農家にしたら餌代も上がる、預けている牛も上がるということで大

変でございます。やはり町には昨年もいろいろな形でお世話になったのですけれども、

今回もこのような形で料金の改定に至ったということでございますので、農家等の懐も

相当厳しい現状になってくるのかと思っています。どうかそこら辺も含めて、また、行

政等でいろいろな方面のことを考えていただければと思っています。 

　終わります。 

○議長（本田　学君）　丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君）　ただいま議員からお話がありましたように、陸別農協

のほうで昨年１２月に既に料金の一部改定をしていると聞いております。 

　１点、御説明させていただきたいのは、先ほどの条例の一部改正の別表にある金額な

のですが、消費税を含むということでさせていただいております。一方、陸別農協のほ
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うで通知された金額は、恐らく税抜きであろうと思われますので、例えば放牧の牛の部

分でいきますと、１日当たり３００円というお話がございましたが、消費税込みにしま

すと３３０円ということで、条例の別表の数値に合致する部分でございます。先ほど説

明しましたとおり、現在のところ何とか上限内に収まっているのですが、今後の経費増

を見据えたものということで御理解いただきたいと思います。 

　なお、公共草地を適切に管理運営していくために必要な措置と考えておりますので、

農家の皆さんの負担が増えることにはつながるわけでございますけれども、できるだけ

負担増を少なく運営していただけるようお願いをしてまいりたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１６号陸別町公共草地条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１６号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１９　議案第１７号陸別町防災会議条例の一部を改正する条 

　　　　　　　例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　日程第１９　議案第１７号陸別町防災会議条例の一部を改正す

る条例を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕　議案第１７号陸別町防災会議条例の一部を改正する条

例についてですが、陸別町防災会議の町長が任命するものの区分を新たに追加しまし

て、体制の強化を図るため、所要の改正を行おうとするものであります。 

　内容につきましては、総務課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田　学君）　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　それでは、議案第１７号陸別町防災会議条例の一部を改正
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する条例について御説明いたします。 

　議案書１４ページと、資料は、ナンバー１６になりますので、御覧いただきたいと思

います。 

　今回の改正は、陸別町防災会議委員のうち、町長が任命するものの区分を新たに追加

し、体制強化を図るための改正でございます。 

　具体的には、北海道知事、道の職員を委員に１名加えるという形になります。従前は

入っておりませんでした。 

　第３条第６項第２号は、北海道知事の部内の職員のうちから町長が任命するものを１

名追加し、それによる号ずれを改正いたします。 

　第３条第７項の改正は、前条に合わせての改正、それぞれの号の人数を改正するとい

う形でございます。 

　これにより、防災会議委員の総数は、現在の１４名から１５名と、１名強化されま

す。 

　今回の改正につきましては、１２月２２日の陸別町防災会議において承認されており

ます。 

　議案集１４ページにお戻りください。 

　条例の一部改正の内容につきましては、ただいま説明したとおりでございますので、

条文の朗読は省略し、附則を読み上げさせていただきます。 

　附則、この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

　以上で、議案第１７号の説明とさせていただき、以降、御質問によりお答えしますの

で、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（本田　学君）　これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

　４番谷議員。 

○４番（谷　郁司君）　一昨日、日曜日か、ＮＨＫの報道で災害に関するシミュレー

ション的な報道がされていたのですけれども、私も常日頃言っているわけなのですけれ

ども、日本列島における防災というのは待ったなしだと。もちろん気候の問題の温暖化

もありますけれども、防災については、完全に飽和状態という、地震の歪みの問題で

す。だから、この防災会議は、充実した会議に臨んでいくのと同時に、最低でも年に

一、二回は、常にシミュレーションをつくったり、あるいはハザードマップを見直した

りする、そういう会議になってほしいと思いますので、その辺について、決して自然災

害は防ぐことはできないけれども、被害を最小限度に食い止める、そういう人間の知恵

を発揮する会議になってほしいと思いますので、その辺についての考え方を伺いたいと

思うのですけれども。 

○議長（本田　学君）　今村総務課長。 

○総務課長（今村保広君）　議員の御意見にございましたように、陸別町防災会議、令

和５年４月１日から委員を１名増やし、強化いたします。 
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　令和４年度中の開催でございますが、コロナ禍でございましたが、直接顔を合わせて

一度、その後、書類などでも直接協議などもしております。それにより、令和４年度中

に陸別町地域防災計画の策定を現在終了したところでございます。配布につきまして

は、３月末頃を予定しております。 

　以上でございます。 

○議長（本田　学君）　ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　これで質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　討論なしと認め、これで終わります。 

　これから、議案第１７号陸別町防災会議条例の一部を改正する条例を採決します。 

　お諮りします。 

　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田　学君）　異議なしと認めます。 

　したがって、議案第１７号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田　学君）　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

　本日は、これにて散会します。 

散会　午後　３時２６分　　 
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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